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全国各地の図画工作教育を担う先生方を著者陣に迎えて編集しました。教育理論の

面からご指導いただく大学の先生方だけではなく、実際に学校現場で日々、子ども

たちとかかわっている、多くの先生方のご協力・ご支援でできあがった教科書です。

本資料は、一般社団法人教科書協会
「教科書発行者行動規範」に則って
令和６年度小学校教科書の内容解説
資料として、配布を許可された資料です。

小学校図画工作教科書

令和6年度
内容解説
資料

内容解説の動画は
ウェブページから
ご覧いただけます

特別支援教育、インクルーシブ教育、
カラーユニバーサルデザイン、小・
中学校の連携など、それぞれご専門
の先生方にご校閲いただきました。

授業の基となる３つの「学習のめあて（育てたい資質・能力）」が、
題材ごとにわかりやすく示され、それらを実現するための「表現・
鑑賞の内容」や「活動方法」、「授業資料」などが紙面に使い
やすく整理されています。
子どもが表現活動を楽しみ、考えたり決めたりしながら学習
できる教科書です。

著作者代表　元 千葉大学教育学部教授

佐々 木 達行
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図画工作がすきになる工夫がいっぱいです。
友達とかかわり、わかりやすい教科書
で楽しく学ぶことが主体的・対話
的で深い学習につながり

ます。

楽しく
学ぶ

図画工作の学びと地域や社会をつなぐ
活動やカリキュラムのヒントを多く掲
載し、社会に開かれた教育課程を

実現します。

学びを
生かす、つなげる

図画工作は楽しいだけではありません。
身につけるべき資質・能力に合わせた
題材の見せ方や教科書全体の
構成で確実に学力が身に

つきます。

しっかり
身につける

POINT:❶

POINT:❸POINT:❷

資質・能力を育む
図画工作教科書 つのポイント3
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● わかりやすい「学習のめあて」とめあてに合った
 キャラクターのナビゲートで資質・能力が育ちます ！
● 「表現したい ！」児童の気持ちに応える充実の「学びの資料」
● デジタルコンテンツで学習が深まります ！
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● 図画工作からSDGsにつながります ！
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・経験の浅い先生や図画工作や美術が専門ではない先生でも使えますか ？
・評価について悩んでいます。子どもたちの見取りはどうすればよいでしょうか ？
・デジタルコンテンツが充実したようですが、全部使わないといけないのですか ？
・就学前教育からの接続、中学校との接続やキャリア教育への対応は
  どのようになっていますか ？
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心を育てる教科書」を目指して編集しています。

　かいたりつくったりする楽しい活動を通して、豊かな心と

確かな学力を育てます。

図画工作がすきになる工夫がいっぱいです。
友達とかかわり、わかりやすい教科書
で楽しく学ぶことが主体的・対話
的で深い学習につながり

ます。

楽しく
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図画工作の学びと地域や社会をつなぐ
活動やカリキュラムのヒントを多く掲
載し、社会に開かれた教育課程を
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学びを
生かす、つなげる

図画工作は楽しいだけではありません。
身につけるべき資質・能力に合わせた
題材の見せ方や教科書全体の
構成で確実に学力が身に
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就学前教育や中学
校との接続への配
慮がされているか

検討の観点

１・2年上巻の最初のページでは、幼稚園教諭が登場して、児童に幼稚
園や保育園での活動を思い起こさせながら、これから始まる図画工作の
学習に希望を抱かせる構成となっている。身体性を伴う造形活動や、身
近な自然や友達とのかかわりを大切にする題材が多く設定され、幼稚
園・保育園での体験をもとに活動が展開できるように工夫されている。
また、中学校「美術」への接続では、最終ページに折込で「未来へつなが
る図画工作」が設定され、中学校生活に向けて、小学校図画工作の学び
が生かされていることが示されている。

内容の特色 該当ページ（代表的なもの）

社会に開かれた教
育課程や地域性へ
の配慮がなされて
いるか

地域に密着した行事や伝統工芸などと組み合わせた取り組みを紹介す
ることにより、児童が自分たちの住む地域に目を向け、身近な地域の中
から児童や学校の実態に応じて活動できるように配慮されている。ま
た、学習指導要領の「各学年の『Ｂ鑑賞』の題材については、「美術館や博
物館等と連携を図ったり、それらの施設や文化財などを積極的に活用し
たりするようにすること。」をふまえ、各地の美術館などでの取り組みや
文化財などを扱っている。

環境や共生、SDGｓ
への配慮がなされ
ているか

児童がさまざまな活動体験や材料体験を深め、自然を大切にし、環境の
保全に寄与するような題材が設定されている。適宜設けられたコラムで
は　  マークとともに、題材に関わるＳＤＧｓの取り組みや作品を紹介さ
れている。また、「外国の友達の作品」として、各学年で海外の児童作品
を掲載していたり、「つながる造形」では国際交流や福祉に関わる内容を
取り上げていたりするなど、多文化共生に配慮した構成となっている。

他教科との連携に
ついての配慮がな
されているか

各題材の紙面下段右に「あわせて学ぼう」として教科名とともに、具体的
な活動を想起させる文章を示し、教科横断的な学習への手立てとなるよ
うに構成されている。また、「みんなのギャラリー」（全学年）や「つながる
造形」（中高学年）では、社会科など他教科との関連を図りつつ、各地の
伝統文化や国際理解の一端を紹介している。

全般

安全・防災教育へ
の配慮がなされて
いるか

安全や防災につながる後片づけについて、配慮すべき点を「かたづけ」
として、各題材において示している。また、特に安全指導について留意
すべきことは、安全マークとともに、写真やイラストを用いて具体的に例
示している。各学年の巻末８ページに「学びの資料」を設定し、用具や材
料の基本的な扱い方をイラストや写真で示し。安全な使い方ができるよ
うに配慮されている。

日本の伝統的な文
化についての配慮
がなされているか

各学年に「みんなのギャラリー」を設定し、日本各地の伝統と文化に触
れ、そのよさを十分に味わうように構成されている。また、地域の暮らし
の中の造形作品を取り上げている。また、「小さな美術館」では、身近な
作品から学年が上がることに日本の伝統的な作品を取り上げて鑑賞で
きるようになっている。

４．配慮事項

表紙は魅力的なも
のであるか

検討の観点

書名を形づくっている材料はいずれも本文題材で取り上げた材料が使
用され、児童の興味を引く配慮がされている。

内容の特色 該当ページ（代表的なもの）

表紙

製本は堅牢で使い
やすいものである
か

ミシン穴の無いアジロ綴じ、見返し付きで表紙に加工がされ、開いたと
きの使いやすさと堅牢さを兼ね備えた長期間の使用に耐え得る製本と
なっている。

全般

環境やアレルギー
に配慮した造本が
なされているか

印刷インキには、人体への影響が少ない植物性インキが使用され、化学
物質に敏感な児童でも安心して使用することができる。また、資源保護
のために表紙、本文ともすべて環境に配慮した用紙が使用されている。

全般

印刷は鮮明で見や
すいものであるか

白色度が高く、裏写りの少ない用紙が使われている。印刷もギラツキが抑えら
れつつも、作品のもつ微妙なニュアンスや質感が鮮やかに再現されている。

全般

造本上に工夫がな
されているか

表紙には、表面を保護するための加工が施されている。裏表紙には、児
童の学校名、学年、組、氏名などを記入できる部分が設けられており、文
字を記入する部分のみ加工を施さないことで、にじみなどがでないよう
に工夫されている。

表紙、裏表紙

５．造本や体裁

プログラミング教育
への配慮がなされ
ているか

プログラムを使った作品の例として、ドローンを活用した「2020東京オ
リンピック」の開会式が取り上げられている。また、電子ブロックを生か
した児童作品を掲載し、プログラムを使ってどんな表現ができるのか、
児童にわかりやすく示されている。

インクルーシブ教
育の観点で配慮が
なされているか

文章の表記を意味のまとまりごとに改行位置を工夫することによって、
障害のある児童にとっても文章の意味がとらえやすくなっている。写真
や図を重ねる場合は間に線を入れて図版を区別しやすいようにする配
慮がされている。また、本文には誰にでも読みやすいユニバーサルデザ
インフォントが採用されているだけではなく、すべての当該学年配当漢
字にふりがなをつける総ルビや、各図版に図版番号を付すなどの配慮が
されており、外国籍児童にもわかりやすく使いやすいようになっている。

全般

キャリア教育につ
いての配慮がなさ
れているか

各学年の冒頭には、オリエンテーションとして、さまざまな現在活躍して
いる美術作家たちから、作品とともに、表現することの楽しさや図画工
作科を通して学ぶ意義を，児童へ向けてのメッセージとして掲載されて
いる。また、6年間のまとめとして、芸術家に限らず、造形的な力を生かし
て社会で活躍している人々が登場して仕事の紹介や児童へのメッセー
ジを発しており、キャリア教育に十分に活用ができるものとなっている。

カラーユニバーサル
デザインに関する配
慮がなされているか

カラーユニバーサルデザインの観点から、すべての児童に対して、教科
書の内容がきちんと伝わるように、紙面全体に識別しやすい配色や形
状、イラストレーションの配色や写真の配置などが工夫されている。

全般
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活動に取り組むときの子どもたちの笑顔や
真剣な表情。たのしそうだな、やってみたい。
子どもたちのそんな気持ちを応援する、
わかりやすく学べる工夫の詰まった

楽しい教科書です。

楽しく
学ぶ

POINT:❶

笑顔いっぱい、
楽しさいっぱい ！

P.05
準備・導入から展開、ふりかえりまで。
指導しやすい題材ページの見方を解説！

P.06
一年間を見通した
わかりやすい全体の流れ

P.08

05

笑顔いっぱい、
楽しさいっぱい ！

「やってみたい」気持ちを大切に児童の自主性を育むように、
いきいきと活動する児童の姿を伝えるように心がけました。いきいきと活動する児童の姿を伝えるように心が

05
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必要な情報をページの上下にまとめて、わかりやすく。紙面の中央には作品や児童の楽しい活動の様
子を大きく示しました。左上の導入から右下の「ふりかえり」まで、授業の展開を紙面化し、図画工作
がご専門ではない先生にも指導しやすいページ構成です。

準備・導入から展開、ふりかえりまで。
指導しやすい題材ページの見方を解説 ！

1  ザッパーン ！  にげろ ！ 
［絵の具、お花紙など／高さ16cm］ 
「2本のゆれぼうの動きからサメの頭と
しっぽを思いつき、サメから船が
にげるように調節しました。」

●動くしくみのつくり方とゆれぼうの取りつけ方

ペンチではりがねを
おさえて、手で曲げる。

箱にはりがねを通す。
箱にあなを開けるか、箱に切りこみを入れた後に、
はりがねを通してビニルテープなどでふさぐ。

箱にゆれぼうを通すあなを開ける。
あなの大きさで動き方が変わる。

ストローの先に切りこみを
入れて、ホチキスなどでとめる。

丸いあな

細長いあな

紙箱やはりがねを使って、
たのしく動くおもちゃをつくってみよう。
動きから想像

ぞう

したり、しくみをくふうしたりしよう。

くるくる回して

表したいものに合わせて

しくみを調整しよう。

タブレットたんまつで見てみよう

こ
う
さ
く

参考

ペンチの使い方は
60ページを見よう。

QR
コード
掲載

接
せっ

着ざい工作用紙 紙ねん土はりがね ストロー はさみ ペンチホチキス

はじめに ／ 動くしくみのつくり方 ／ ペンチの使い方 ／ 作品
作品 　 　　ぐるっと　　　工作用紙を使った箱のつくり方 ／ 
作品カード ／ かん賞

しょう

シート ／ ふりかえりシート

形や色、動くしくみづくりなどを

くふうする。

ゆれぼうの動きからおもちゃを

考える。

くり返しの動きのおもしろさを

たのしむ。

学習のめあて

26

　それぞれの活動で使用する用具・
材料を各題材ページの冒頭にまとめ、
アイコンと文字でわかりやすく示しま
した。準備や事前の研究にもご活用い
ただけます。

題材で使う
主な用具・材料

　楽しい題材名と活動を促すリード文
で児童の意欲を高めます。また、リード
文のあとの　  マークは導入について
の映像が見られることを示していま
す。

題材名とリード文

　特に工作の題材では、楽しく活動する
ためには、つくり方がわからないと楽し
めません。イラストレーションや写真で
わかりやすく説明します。

つくり方の解説

　各題材の左下には、ギガスクール構想で実現した一人一端末を最大限生か
せるように、タブレット端末で見られる映像、ワークシートなどのコンテンツを
充実させました。導入から発想の広げ方、ふりかえりまでサポートします。

タブレットたんまつで見てみよう
　活動で使用する用具の使い方を
示した巻末の資料ページを案内し、
児童が自ら学習を進められます。

参考ページの表示

07

5･6 年上巻p.26-27

2  野球の練習
［色画用紙、竹ひご、カラーペンなど／高さ19cm］ゆれぼうの

くり返す動き…。
何を表せそうかな。

思い通りの動きになるように、あなの形と大きさを変えたよ。

3  海をただようクラゲ
［色画用紙、ビニルテープなど／高さ22cm］

4  ブレーメンの音楽隊 
［色画用紙、カラーペンなど／高さ24cm］

あわせて学ぼう

【算数】
箱をつくるときに、
てん開図をかいてみよう。

ふりかえり

ゆれぼうの動きから、
どんなおもちゃを思いついて、
どんなかざりをくふうしたのかな。

かたづけ

余
あま

ったはりがねは、
太さごとにまとめて
かたづける。 27

　安全に活動するために気をつける
べきことは、必要に応じて囲みを設け、
イラストレーションや写真、文章で示し
ましたので、安心してご指導いただけ
ます。

安全面の指導

　ほかの教科などと関連付けて学習
するためのヒントを示しています。
　カリキュラム・マネジメントの手助け
としてもご活用いただけます。

あわせてまなぼう

　図画工作の学習を通して育つ３つの力をキャラクターで表しました。特に
大切なめあてには下線を引いて示し、資質・能力に合ったキャラクターが、
活動のポイントをアドバイスするので間違いのない活動ができます。

「学習のめあて」とキャラクター

　学習の最後には、また使えるように材料を取って
おいたり、元に戻すことを示した「かたづけ」を設け
ました。次の授業にもスムーズにつながります。

かたづけ
　「ふりかえり」では「学習のめあて」を受けて、どのような資質・
能力を身につけたか確認できるように問いかけています。タブレット
端末から「ふりかえりシート」を利用することもできます。

ふりかえり

　真剣に取り組む児童の写真や楽し
そうな笑顔あふれる児童の写真、資質・
能力が発揮されている児童作品の写真
などを大きく掲載することで、楽しく、
わかりやすい紙面を実現します。ま
た、特に動きのある作品については、
作品に　  マークを付し、QRコードか
ら動く様子を映像で見ることができま
すので、活動のイメージがつかみやす
く、指導がしやすいです。

作品や活動の写真

安全！
けがをしないように、はりがねの先を丸めておく。

安全！
・は

●

の向きを確かめる。
・は

●

をしっかり取りつける。
・は

●

の前にぜったいに手を
  出さない。
・落ち着いてゆっくりと切る。
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　一冊の教科書がどのように構成されているのか、高学年の5・6年上巻を例にご紹介します。一冊の
中でも導入とまとめ・ふりかえりができるようにした、さまざまな工夫をご覧ください。題材のつながり
については、本冊子p.30の「年間指導計画（例）とカリキュラム・マネジメント」をご参照ください。

1年間を見通したわかりやすい全体の流れ

505505

タブレットたんまつで見てみよう

メッセージ

P
プ イ

UI P
プ イ

UI モルカー 
2021年　監

かん

督
とく

：見
み

里
さと

朝
とも

希
き

ストップモーションアニメーション制作のようす。Ⓒ
見
里
朝
希
JG
H・
シ
ン
エ
イ
動
画
／
モ
ル
カ
ー
ズ

1

心をひらいて
うれしかったり感動したり、

悲しかったりおどろいたりしたこと。 

思ったことや感じたことを表して、

まわりの人たちに伝えてみましょう。 

あなたの気持ちはきっとだれかに

とどきます。

自分の思いを伝えたいな。

友だちはどんな気持ちで表したのかな。 

心をひらいて作品をつくったり見たりすると、

自分や友だちの思いに気づいたよ。

アニメーション監
かん

督
とく

　見
み

里
さと

朝
とも

希
き

QR
コード
掲載

！

学習で使う主な材料や用具を

示
しめ

しています。

色
いろ

紙
がみ

はさみ のり

タブレットたんまつで見てみよう 参考

ふりかえり

かたづけ

あわせて学ぼう

安全

タブレットたんまつで

図画工作を学ぶみなさんへ

こころさんひらめきさんくふうさん

図画工作の学習を通して育つ
三つの力をキャラクターで
表しました。

特に大切なめあてには、
下に線が引いてあります。

この教科書で使われているマーク

安全に活動するために

気をつけることを

示
しめ

してしています。

先生の話をよく聞いて、

活動しましょう。

えい像
ぞう

を見ることができます。

参考作品などを見ることができます。

作品をぐるっと回して見ることができます。

ワークシートなどを利用することができます。

使い方を説明している

ページを示
しめ

しています。

かたづけで注意することを

示
しめ

しています。

ほかの教科とのかかわりを

示
しめ

しています。

学習したことを確
たし

かめることが

できるように示
しめ

しています。

わたしたちといっしょに、くふうして、考えて、
たのしく学習しようね。

学習を深めるお手伝いをするキャラクターたち

タブレットたんまつの

使い方の例を

しょうかいしています。

S
エスディージーズ

DGsに関する取り組みや作品を

しょうかいしています。

タブレットたんまつなどでQ
キューアール

Rコードを読み取ることで、

そのページに関係する情
じょう

報
ほう

を見ることができます。

下のU
ユーアールエル

RLからも見ることができます。

図画工作の見方や考え方を広げる

ページです。

https://krdkrk.jp/r6sz54

学習のめあて

形や色、方法や材料を知って、

くふうする力

心を開いてたのしく活動し、

友だちとかかわり、協力し合う力

ためしたり、見つけたりして、

考えたり、思いついたりする力

2 3 4

これまでの
をしようふりかえ りショートチャレンシ

ひ ら め き これ
ふふりかかかええ

れまでの
をしよう

れまで

え り

題材の内容を色とマークで表しています。

ぞ
う
け
い
あ
そ
び

え
り
っ
た
い

こ
う
さ
く

か
ん
し
ょ
う

動いてクレイアニメーション

地球まるごと たからばこ

この空間がいい感じ

おもしろかんばん屋さん

ねん土で動きをハイ、ポーズ ！

線から生まれた わたしの世界

見つけてワイヤーワールド

ぺたんこねん土でつくってみると

学校おすすめガイド

動きの形をつかまえよう

重ねて広がる形と色

進め ！  糸のこたん検
けん

隊

くるくる回して

ビー玉大ぼうけん

のぞくと広がる ひみつの景色

だんボールでためしてつくって

あったらいい町 どんな町

コロコロ ローラーダンス

季節を感じて

わたしの町のひみつ教えます

たのしく活動
しているね。

おもしろいことを 
思いついたみたい。

イメージを 
広げよう。

用具の使い方
などはこちら。

つながる 造
ぞう

形
人や社会と
つながっているね。

美術
じゅつ

館を

人やくらし
動きやリズムを感じて
作品の世界に入りこんで つながると

たのしもう

つくり方を 
くふうしているね。

タブレットたんまつを使おう用具や材料を知ろう

学びの資
し

料

も く じ
この教科書を通して、
三つの力に合った題材を
バランスよく学習することができます。

心をひらいて  ······················································· 2・3

図画工作を学ぶみなさんへ  ································· 4~7

季節を感じて  ················································· 8・9

のぞくと広がるひみつの景色  ······················· 10・11

ビー玉大ぼうけん  ········································· 12・13

線から生まれたわたしの世界  ······················· 14・15

動きの形をつかまえよう  ································ 16・17

ねん土で動きをハイ、ポーズ ！  ······················ 18・19

ぺたんこねん土でつくってみると  ··················· 20・21

だんボールでためしてつくって  ······················ 22・23

見つけてワイヤーワールド  ····························· 24・25

くるくる回して  ··············································· 26・27

コロコロローラーダンス  ······························· 28・29

重ねて広がる形と色  ······································ 30・31

進め！糸のこたん検
けん

隊  ································· 32・33

地球まるごとたからばこ  ······························· 34・35

この空間がいい感じ ······································ 36・37

小さな美術
じゅつ

館  ······················································ 38・39

学校おすすめガイド  ······································· 40・41

あったらいい町 どんな町  ······························ 42・43

わたしの町のひみつ教えます  ························ 44・45

小さな美術
じゅつ

館  ······················································ 46・47

動いてクレイアニメーション  ·························· 48・49

おもしろかんばん屋さん  ································ 50・51

つながる造
ぞう

形  ······················································ 52~55

みんなのギャラリー  ············································· 56・57

用具や材料を知ろう  ··········································   58~62

タブレットたんまつを使おう  ······························   63

ひらめきショートチャレンジ  ·······························   64

これまでのふりかえりをしよう  ··························   65

学びの資
し

料

5 6 7

学校をたのしく、わかりやすく、おもしろく案内しよう。

おもしろ

3  わくわく実験、理科室 
［29×40cm］ 
「実験のわくわく感が伝わるように、器具をたくさんつけたよ。」

5  新聞おもしろいよ
［14×42cm］ 
「新聞のおもしろさを 
伝えようと思ってつくりました。」4  教室へようこそ

［16×31cm］ 
「チョークや黒板消しを 
こだわって再

さい

現
げん

したよ。」

6  体育館へようこそ 
［28×40cm］ 
「バスケットボールがゴールへ
すいこまれるようにつくったよ。」

か ん ば ん 屋 さん

見る人の気持ちを

想像
ぞう

しながら、

たのしくつくろう。

目立つように、
ここに置こう。

どんなことを
伝えようかな。

どこに置く作品を
つくろうかな。

1  この先、児童元気すぎて注意 ［高さ68cm］ 
「道路標識

しき

を参考にして、学校の元気な感じを表しました。」

2  図書室の過
す

ごし方［高さ22cm］ 
「作品の形をつつ型にしたので、
どの角度からでも見ることができます。」

タブレットたんまつで

写真をとりながら、置く場所や
置き方を考えてみよう。

こ
う
さ
く

タブレットたんまつで見てみよう ふりかえり参考 かたづけ あわせて学ぼう

【特別活動】
つくったかんばんをけい示

じ

して、
学校へ来る人に学校のよさを伝えてみよう。

友だちとたのしく作品をつくったり、
感想を伝え合ったりすることができたかな。

余
あま

った材料は
種類ごとに
まとめて取っておく。

だんボールの加工の
しかたは
61ページを見よう。

はじめに ／ だんボールの加工のしかた
作品
アイデアシート ／ 作品カード ／ ふりかえりシート

だんボール 画用紙、
色画用紙

絵の具 カラーペン

QR
コード
掲載

身近な材料 カッターナイフ カッターマット接
せっ

着ざい
学校のことを伝えるかんばんの

形や色をくふうする。

学校の生活をたのしくする

かんばんを考える。

かんばんをつくって伝え合うことを

たのしむ。

学習のめあて

50 51

QR
コード
掲載

つながる

たのしもう

造
ぞう

形

美術
じゅつ

館にはさまざまなたのしみ方があります。
実際
さい

に美術
じゅつ

館へ行って、本物の作品と出会い、
お気に入りをさがして、
自分のたのしみ方を見つけましょう。

本物の作品は
大きくて
はく力がある。

人の表情
じょう

が
みんなちがうね ！

どのくらいの
大きさかな。

美術
じゅつ

館では、
作品をしょうかいするための
教材やプログラムが

あります。
事前の学びに活用できます。

レプリカ作品でかん賞
しょう

してみよう。 美術
じゅつ

館や作品について調べてみよう。

金屏
びょう

風
ぶ

をかざるワークショップ
［茨城県天

てん

心
しん

記念五
い

浦
づら

美術
じゅつ

館］

デカルコマニーで
花を表して金屏

びょう

風
ぶ

に
かざりました。

さわらない

美術
じゅつ

館のワークシートに、
気づいたことや考えたことを
書いてみよう。

作品のたのしみ方はさまざまです。
一人で見たり、友だちと見たりするなど、
作品をいろいろな見方でたのしみましょう。

思ったよりも
背
せ

中や足に力が
入るな。

お気に入りの作品の
グッズを見たり、
家でかざったりしてもいいね。

気づいたことや気になったこと、考えたことについて話してみよう。

作品のポーズをとってみると、
見ただけでは気づかないことを
発見できそうだ。

静かな声で メモはえん筆で 走らない 食べない、飲まない

いすの作品を
学校で

かん賞
しょう

しました。

シナリオや演
えん

出を考え、
しばいやさつえいなども
すべて自分たちで
行いました。

出前美術
じゅつ

館「お気に入りのいすを見つけよう」
［埼玉県立近代美術

じゅつ

館］
こども映

えい

画ワークショップ
［世

せ

田
た

谷
がや

美術
じゅつ

館］

静岡県立美術
じゅつ

館は緑に囲まれた場所にあり、野外にも作品が
展
てん

示
じ

されています。ロダン館にはロダンの作品が数多く
あります。みなさんの地いきにも、いろいろなみ力のある
美術

じゅつ

館があると思います。美術
じゅつ

館をたのしんでください。
（静岡県立美術

じゅつ

館 学芸員 石
いし

上
がみ

さん）

美術
じゅつ

館を

地
じ

獄
ごく

の門［ブロンズ／高さ620cm］1880~1917年　オーギュスト・ロダン［1840~1917 ／フランス］1

美術
じゅつ

館に行く前に

静岡県立美術
じゅつ

館に来ました ！

ほかの美術
じゅつ

館の特ちょうあるプログラム

作品をたのしもう

美術
じゅつ

館で
守ろうね

ミュージアムショップで

一人でじっくりと

みんなで想像
ぞう

を広げる

タブレットたんまつで見てみよう

美術
じゅつ

館ワークシート
52 53

造
ぞう

形つながる

つながる人やくらし と
表現

げん

することは、わたしたちのくらしを考えるきっかけになります。
表現

げん

することは、自分を知り、他者を知り、人とちがうところや同じところに気づき、
人を理解

かい

することにつながります。

地球のかかえる問題をもとにした表現
げん

や活動があります。

海外の学校と作品を通して交流しました。

「わたしたちが元気になると気持ちがふわふわうかぶように、
空気も温められるとお空にのぼっていきます。
空気はいっしょに笑ったり泣いたりする仲間のようです。
見えたりさわったりすることができる作品にしました。」

アメリカの学校と日本の学校で、同じ音楽をきいて
それぞれが感じたことをもとに表しました。

作者からの
ビデオメッセージ

「春のあたたかさを感じて、鳥や草木をかきました。
日本の学校にも同じような

感じ方をしている作品があって、
うれしかったです。」

同じ音楽をきいたのに、
いろいろな作品があって
おもしろいな。

あの作品の色づかいが
すごくすき ！

地球にやさしく

I
イ ン タ ー

NTER-W
ワ ー ル ド

ORLD/S
ス フ ィ ア

PHERE : T
ザ

he t
ス リ ー

hree b
ボ デ ィ ー ズ

odies
［ポリオレフィンフィルム、P

ペット

ETフィルム、送風機／高さ各 5.５m］
2021年 奥

おく

中
なか

章
あき

人
ひと
［1981～］

北九州未来創
そう

造
ぞう

芸術
じゅつ

祭 A
ア ー ト

RT f
フォー

or S
エスディージーズ

DGsでの展
てん

示
じ

1

真
ま

庭
にわ

のシシ［真
ま

庭
にわ

市のごみ／高さ3m］ 

2018年　淀
よど

川
がわ

テクニック［1976年～］
真
ま

庭
にわ

市（岡山県）の家庭から出されたごみを
材料にしてつくられています。

2

さまざまな自然の材料を発見しながら、

インターネットのてんらん会で、

おたがいの学校の作品をかん賞
しょう

しました。

かざるものをつくりました。

外国の友だちと

地球でわたしたちがくらし続けていけるように、さまざまな国の代表が集まって決めた世界共通の目標です。
2030年までに達成することを目指しています。S

エスディージーズ

DGsとは

S
エスディージーズ
DGsについて考え、

絵に表しました。
［にいはまS

エスディージーズ

DGsアート・
  フェスティバル／愛媛県］

海を守ろう 
［38×27cm］

3

森を大切に 
［27×38cm］

4

©
淀
川
テ
ク
ニ
ッ
ク

54 55

タブレットたんまつで見てみよう

ほり進み木
もく

版
はん

画のつくり方

1  花物語 ［26×36cm］

ほり進み木
もく

版
はん

画のつくり方 ／
グラデーションのつくり方

（版
はん

木
ぎ

）

（刷り紙
し

）

ほりと刷りをくり返しながら表す木
もく

版
はん

画を、ほり進み木
もく

版
はん

画という。後もどりができないので、最初から2～3まいずつ刷っておこう。

1回目のほりと1回目の刷り。
水色で刷った。
（刷った後、版

はん

木
ぎ

を水であらう）

①下絵をかかずにちょうこく刀で線をほる。

④ばれんでこする。

②緑色と白色を混
ま

ぜたインクを
　つけすぎないように注意しながら、
　まんべんなくつける。

⑤きれいに刷れているか確
たし

かめながら、
　ゆっくりとめくる。もう２～３まい別の色で
　刷っておき、版

はん

木
ぎ

をあらい、かわかす。

③刷るコーナーへ移
い

動して、
　刷り紙

し

を版
はん

木
ぎ

の真ん中に置く。

⑥線や面をほり進めていく。

ほり進んで、ピンク色で刷り重ねた。
ほった線や形が水色で残る。
（刷った後、版

はん

木
ぎ

を水であらう）

さらに、面ぼりやほり足したい形などを
ほり進んで、緑色で刷り重ねた。
ほったところに、水色とピンク色が残る。

⑩ほった線や面が 1回目に刷った
　うすい緑色で残る。
　刷った後、版

はん

木
ぎ

をあらい、かわかす。

⑦ 2回目の刷りは、色を混
ま

ぜてつくった
　黄

おう

土
ど

色のインクをつける。

⑬刷り紙
し

に合わせて版
はん

木
ぎ

を置き、
　ひっくり返して刷る。

⑪さらに、ほり進む。

⑧ 1回目に刷った紙の上に、上下左右を
　合わせて、版

はん

木
ぎ

をのせる。

⑭ずれないようにゆっくりとめくる。

⑫最後の3回目の刷りは、青色と白色の
　グラデーションで刷る。

⑨ 2回目の刷りからは、紙の上に版
はん

木
ぎ

を
　のせるので、ひっくり返してばれんで
　こする。

⑮完成

●  グラデーションを
使って

いろいろな色の
組み合わせを
ためしてみよう。

学びの資
し

料
用具や材料を知ろう

かたづけ

使い終わったローラーは
やさしくあらう。

1 2 3

2  「花物語」の色ちがい ［26×36cm］ 
  「黄色→水色→ピンク色の順番で刷った。」

QR
コード
掲載58 59

かたづけ

タブレットたんまつで見てみよう

ペンチの使い方 ／ だんボールの加工のしかた ／ 
紙やすりの使い方 ／ ちょうこく刀の使い方

はりがねを使い終わったら

ペンチの使い方

だんボールの加工のしかた

紙やすりの使い方

ちょうこく刀の持ち方と使い方

1  マイ・イエローフレンド  
［絵の具／高さ25cm］

はりがね

①交差させたところを
　ねじる。

②はりがねを引っぱりながら、
　何度かねじってしめる。

③ねじったはしを
　折り曲げておく。

22番（直径0.75mm）

20番（直径0.9mm）

18番（直径1.2mm）

16番（直径1.6mm）

14番（直径2.0mm）

切る。

ペンチにおしつけるようにして、
親指で直角に曲げる。

えん筆や丸いぼうなどに
まきつけて曲げる。

ラジオペンチを使って、
より合わせる。

引っぱり
ながら。

小さなものもはさみやすい。

木切れにまくと、みがきやすい。

水につけて、はがす。

つくえの角を使って、曲げぐせをつける。

かたほうの手で刀のえ
4

をえん筆を持つように持ち、
もういっぽうの手で刀の根元をおさえてほり進める。

切り口や角をみがく。

折りすじを入れて、丸める。

あなを開けて、丸めただんボールを
差しこむ。

紙やすりをしいてみがく。

ちょうこく刀と版
はん

木
ぎ

の角度を小さくし、
指先で刀をおし出すようにほる。

え
4

の後ろをおしながら
ほり進めてもよい。

丸い部分は、丸ぼうに
紙やすりをまきつけて
みがく。

切りこみをつくって、組み合わせる。

学びの資
し

料

はりがねの先で
けがをしないように曲げておく。

次の人が使い
やすいように。

ビニルテープをまいておく。

まきつけておく。

余
あま

ったはりがねは
まとめておく。

3

は
4

 （切るところ）

ものをはさむところ

え
4

 （手で持つところ）

●切り方

●はりがねの太さ（実物大）

●はりがねのとめ方

●丸刀・三角刀の使い方

●曲げ方

は
4

の元のほうで切る。

ラジオペンチ

ペンチ

はがす 丸める 組み合わせる

差しこむ曲げる

QR
コード
掲載60 61

タブレットたんまつで見てみよう タブレットたんまつで見てみよう

電動糸のこぎりの使い方

かたづけ

マイ美術
じゅつ

館をつくろう

安全！

電動糸のこぎリの使い方

かん賞
しょう

したり調べたりしてみよう

タブレットたんまつを使おう

自分の作品をみんなに見てもらおう

バーチャルてん示
じ

室　大
おお

原
はら

美術
じゅつ

館［岡山県］

こちら側に立つ。 こちら側に立つ。

④ばねをおさえながら、
　は

4

の上をとめる。

板をゆっくりと回しながら
切る。

①板に切り線をかき、切りぬく
　部分の少し内側に、は

4

を通す
　あなをきりで開けておく。

②上のは
4

とめねじをはずして、
　板のあなには

4

を通す。
③上のは

4

とめねじをとめる。 ④切り線にそって、板を
　ゆっくりと回しながら切る。

①は
4

の取りつけが終わるまで、
　プラグはぬいておく。

②は
4

の上下を
　確

たし

かめる。
③は

4

は下から先にとめる。

下のは
4

とめねじは、

見えにくいので、

注意する。

この間には
4

を入れ、

ねじやレバーをしめる。

⑤は
4

の向きが正しいか、は
4

がしっかり
　とまっているかを確

たし

かめたら、
　プラグを差しこみ、電源

げん

を入れる。

ⒶからⒸへ切ったら、電源
げん

は
入れたままでは

4

をⒸからⒶにもどして
ぬき、次にⒷからⒸへ切っていく。

直角のところまで切ったら、ゆっくりと
板を90度回して切り進む。直角の位置に
あらかじめ、きりであなを開けておくとよい。

⑥切り進む方向を見て、板を両手で
　しっかりおさえながら、ゆっくりと
　板を動かして切る。

切り線とは
4

の向きが

いつも正面にくるように

して切る。

これまでに、さつえいしておいた作品の写真を使って、自分だけの「マイ美術
じゅつ

館」をつくってみよう。

インターネットを使うと、美術
じゅつ

館の作品をかん賞
しょう

したり、作品について調べたりすることができる。
安全に注意してインターネットを使ってみよう。

バーチャルてん示
じ

室では、コンピュータを使って、
その場にいるかのように作品のてん示

じ

のようすを
味わうことができる。

どの作品を
見てもらおうかな。

どんな「マイ美術
じゅつ

館」を
つくろうかな。

学びの資
し

料

友だちに発表したよ。

上

下

●曲線に切る

●切りぬく

●するどい角度に切る ●直角に切る

ほぞん
する

あつめる

しらべる

あらわすみる

・は
4

の向きを確かめる。
・は

4

をしっかり取りつける。
・は

4

の前にぜったいに手を
  出さない。
・落ち着いてゆっくりと切る。

電動糸のこぎりを使い終わったら
・必ずプラグをぬいておく。
・は

4

をはずす。
・まわりの木のくずをかたづける。
・折れたは

4

は、カッターナイフと同じように、
  折れば

4

入れにかたづける。
QR
コード
掲載

QR
コード
掲載

大
おお

原
はら

美術
じゅつ

館 外観

62 63

学びの資
し

料

タブレット

QR
コード
掲載

問 題

●クイズのつくり方
①問題にしたいものを
②「問題」「ヒント」「答
③問題の出し方をくふ

「これな～んだ

64

表紙・2～4ページ 5～7ページ

50・51ページ 52～55ページ

58～65ページ

　巻末には学年に応じた用具や材料の使い方などを8ページにまとめました。
活動の中で児童が参照して自ら学習を進めることができます。

学びの
資料

　タブレット
63ページに

タブレットたんまつ
を使おう

　表紙をめくると書名に基づくメッセージとあわせて作家と児童の活動を
掲載し、社会とのつながりを示すことで、児童の興味を引き寄せます。

表紙から
導入へ

　各学年の最後の活動は1年間のまとめを総合できる
ような「ことづくり」につながる題材を設定しました。

学年の最後
の活動

　図画工作の学習が社会とかかわる事例や取り組み
しました。SDGsにかかわる内容も扱います。高学年

つながる
造形

　目次ページは学年全体の活動の内容と
ましたので、カリキュラムの見通しが立てやす

1年間の学習を
見通せる目次

09

外に出て、心と体で季節を味わおう。
あなたが感じた季節のよさはどんなところかな。
自分が感じた季節を、自分らしく絵に表してみよう。

外に出ると、どんなことを

感じるかな。

太陽の光、あたたかい感じ、

風や草木のにおい、

鳥のさえずり…。

いろいろあるね。

1  自然のにおいとオナガ［39×54cm］ 
「オナガという鳥が公園を飛んでいたのがかわいかったので、画用紙の中心にかきました。緑のにおいの心地よさを色で表しました。」

2   春のかがみ［54×38cm］  
「花や木が水面にうつったのを見て
春を感じました。」

4  キラキラ光る水辺［39×54cm］ 
「水の流れや水面のかがやきを
表すのに銀色の絵の具やクレヨンを
使って表しました。」

3  冬［ロシア／11さい／54×39cm］

外国の友だちの絵

え

タブレットたんまつで見てみよう ふりかえりかたづけ あわせて学ぼう

【理科】
植物の成長について学んだことを
思い出してみよう。

季節を感じて、
どんな表したいことを見つけて、
どのように表したのかな。

絵の具などは、
種類ごとに
まとめてもどす。

はじめに ／ 絵の具のいろいろな表し方
作品
アイデアシート ／作品カード ／ ふりかえりシート

絵の具 クレヨン、パス カラーペン えん筆、
色えん筆

画用紙
表したいことが伝わるように、

色づかいや筆づかいをくふうする。

季節を感じて、表したいことや

表し方を考える。

季節を味わい、かくことを

たのしむ。

学習のめあて

8 9

     

葉っぱになった
つもりで
考えてかいたよ。

わたしたちの身のまわりには、さまざまな文化をつくり出す芸術
じゅつ

家や、くらしに生きる伝統
とう

を守る人々がいます。
そのような身近なアーティストに学び、表現

げん

をたのしみましょう。

岩
いわ

槻
つき

人形
［埼玉県さいたま市］

地いきの方に教えてもらい、
木
き

目
め

込
こみ

人形をつくりました。

伝統
とう

的な岩
いわ

槻
つき

人形

葉っぱの一生
［岡山県津

つ

山
やま

市］

墨
すみ

について学習した後、
「葉っぱの一生」を自由に

かきました。

画家・ちょうこく家の
武
む

藤
とう

順
じゅん

九
きゅう

さんに、
墨
すみ

のすり方や文化について
教わりました。 獅

し

子
し

頭
がしら

［熊本県熊本市］

地いきに伝わる獅
し

子
し

舞
まい

について学び、
自分だけの獅

し

子
し

頭
がしら

を
つくりました。

「一式かざり」とは、身近な材料の中から
同じ種類のものを集めてかざりをつくる
伝統

とう

行事です。

図工室を
かざろう
［千葉県千葉市］

図工室をかざる作品を
みんなでつくりました。

一式かざり
［島根県出

いずも

雲市］

地いきの方に教えてもらい、
一式かざりをつくりました。

紙パックと紙ねん土で、
口が開くようにつくったよ。

元通りに使えるように、
はりがねだけで固定して
つくります。

アーティストの鈴
すず

木
き

宜
よし

充
みつ

さんと
いっしょにつくりました。衣しょうのちりめんなどを

１まいずつ体におしこむ。

ともにと身近なアーテイスト

56 57

たんまつで見てみよう タブレットたんまつで見てみよう

QR
コード
掲載

「これな～んだクイズ」をつくろう これまでのふりかえりをしよう

ひ めら き ショートチャレンシ これまでの をしようふ りかえ り

これな～んだ ? これまで、心を開いて、いろいろなことに取り組み、見方や考え方を広げ、深めてきたね。
次にチャレンジしたいことを考えてみよう。

もしかして、うちゅう人 ？
見慣

な

れたものでも、見る方向を変えると不思議なものに見えてくる。
だれでもよく知っているものを
いろいろな方向から見てクイズをつくろう。

後ろすがたです。 上から見ると…。ヒント１

ヒント１

ヒント２

ヒント２

答えは…

答えは…

教室で育てている
メダカでした ！

ビー玉大ぼうけん 動いてクレイアニメーション

おもしろかんばん屋さん

動きの形をつかまえよう

わたしの町のひみつ教えます

コロコロ ローラーダンス

だんボールでためしてつくって

ぺたんこねん土で 
つくってみると

鉄と木でできている。
固くて、ちょっと重いよ。

手で持って使います。 かなづちでした ！

を決めて、いろいろな方向から見てかく。
答え」にする絵を決める。
ふうして、みんなでたのしもう。

おたがいのアイデアを
伝え合って、アニメーションの
お話を考えたよ。

ローラーを動かしながら、
いろいろな形や色ができたよ。
形や色から表したいことを
考えたよ。

材料や用具を使って、
どんなくふうが
できたかな。

たのしかったことや
みんなで協力したことは
何かな。

ためしたり
考えたり、
思いついたり
したかな。

だクイズ」をつくろう

進め ！  糸のこたん検
けん

隊

電動糸のこぎりの使い方や
板の組み合わせ方をくふうしたよ。

65

8・9ページ

56・57ページ

66～69ページ

10～49ページ

ト端末も用具であるととらえ、各学年の
活用のしかたや活用例をまとめました。

　6年生にのみ巻末に折り込みを追加し、6年間のまとめや中学校への接続、図画工
作の学習がキャリアにつながるページを4ページにわたって設けました。

未来につながる
図画工作

▲

詳しくは本冊子p.26をご参照ください。

みを紹介するページとして「つながる造形」を設定
年で４ページ、中学年に２ページを設定しています。

　各学年の56・57ページでは、地域の特徴やよさ、
伝統工芸などを生かした造形活動を取り上げています。
郷土愛が深まります。

みんなの
ギャラリー

　各学年の最後のページには、1年間の学習でどのよ
うな資質・能力が身についたのかを確認できるように
ふりかえりのページを設けました。

これまでの
ふりかえり
をしよう

目標が一目でわかるようにビジュアルで構成し
すいです。

表現や鑑賞の
ページ

　造形遊びをする活動、絵や立体、工作に表す活動、鑑賞を
する活動のページは各学年の８ページから始まります。低学
年は55ページまで、中学年は53ページまでが表現と鑑賞の
活動のページとなっています。また、活動と関連して、鑑賞の
特設ページとして「小さな美術館」を各学年に設けました。

あなから箱の中をのぞいてみよう。
そこには何かがありそうだね。
自分だけのひみつの景色を思いうかべて、
箱の中に表してみよう。

のぞくあなの位置によって、

箱の中の景色がどんなふうに

変わるのかな。

のぞくと広がる
ひみつの景色

1 生き物のたから箱［高さ11cm］ 
「入ってくる光の量を確

かく

にんしながら
あなを開けました。いろいろなところから
のぞけるように、生き物の向きや位置、
高さを決めました。」

2 あたたかい海［高さ13cm］ 
「カモメが飛んでいるようにテグスでつるして、
大きさや位置を変えて遠くにある感じに表したよ。」

3 冬のおくりもの［高さ11cm］ 
「綿
わた

からげん想的な冬の世界を思いつきました。」

別の方向からのぞくと、
正面からは見えなかった生き物が
見えるようにつくろう。

」

どこに材料を
置こうかな。

あなをのぞきながら、
置く位置を考える

えるようにつくろう。

こ
う
さ
く

タブレットたんまつで見てみよう ふりかえりかたづけ あわせて学ぼう

【国語】
自分のつくったひみつの景色について、
物語をふくらませて文章にしてみよう。

のぞいたときに感じたことをもとに、
どのようなことを思いついたり、
考えたりしたのかな。

余
あま

った材料は種類ごとに
まとめて取っておく。

はじめに　　    作品
作品カード ／ かん賞

しょう

シート ／ 
ふりかえりシート

空き箱 紙ねん土 身近な材料 絵の具接
せっ

着ざい はさみ カッターマットカッターナイフ
学習のめあて
表したいことに合わせて
材料を選び、組み合わせを
くふうする。

どんなひみつの景色にするか

考える。

自分や友だちの作品のよさを

味わう。

10 11
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図画工作で培うべき資質・能力を確実に
身につけるための工夫がいっぱい。

知識や技能だけではなく、

しっかり
身につける

POINT:❷

わかりやすい「学習のめあて」と
めあてに合ったキャラクターの
ナビゲートで資質・能力が育ちます ！

P.11
「表現したい！」児童の気持ちに
応える充実の「学びの資料」

P.12
デジタルコンテンツで
学習が深まります！

P.14

造形的な見方・考え方もしっかりと
身につけます。

11

3･4年下巻 p.42-43 1･2年上巻 p.50-51 5･6 年下巻 p.26-27

ちょうこく刀の使い方になれ、

ほり方や刷
す

り方をくふうする。

ほってできた線の感じから想ぞうを

広げ、表したいことを考える。

ちょうこく刀でほって、

紙に刷
す

ることをたのしむ。

学習のめあて

ちょうこく刀で、

いろいろな線を

ほってみよう。

かきながら どんどん
ゆめを たして、えを
たのしくしよう。

二つの気持ちには、

似ている気持ちもあるし、

反対の気持ちもあるね。

がくしゅうの めあて
おもいついたことに あわせて、

かきかたを くふうする。

できたらいいなと おもうことを 

かんがえる。

そうぞうを ひろげて 

かくことを たのしむ。

心を開いて、自分の気持ちを

かくことをたのしむ。

表したい二つの気持ちを考える。

気持ちが表れるように、形や色、

筆づかいをくふうする。

学習のめあて

形や色、方法や材料を知って
工夫する力（知識・技能）を身
につける観点から学習のポイ
ントを伝えます。

発想や構想、鑑賞で見方を広
げること（思考力、判断力、表現
力）に向けた言葉がけをします。

心を開いて楽しく活動し、友
達とかかわったり、協力し合っ
たりすること（学びに向かう力、
人間性等の涵養）を促します。

　育てたい資質・能力に沿った「学習のめあて」を各題材に明示するとともに、特に当該題材で重点的に育成を
図りたい資質・能力については強調して示しました。キャラクターが資質・能力に沿って学習のポイントを投げか
けます。学習のめあてが明確だから、育てたい資質・能力がはっきりとわかり、児童が活動に取り組みやすいで
けではなく、図画工作・美術教育がご専門の先生以外にも指導しやすい構成となっています。

わかりやすい「学習のめあて」と
めあてに合ったキャラクターのナビゲートで
資質・能力が育ちます ！

中心となる
めあてを強調して
わかりやすく示し、

授業デザイン力アップ ！

めあてに沿った
キャラクターが
学習のポイントや

造形的な見方・考え方を
アドバイス ！

いろいろな

わたしたちを

見つけてね。
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各学年の巻末（58～65ページ）には、「学びの資料」を設け、材料や用具に関する創造的な技能、造形
的な見方・考え方を身につけるためのサポートとしました。巻末にあるので調べやすく、各題材の表現
活動と関連し、児童の自主的な活動を支援します。

「表現したい ！」児童の気持ちに応える
充実の「学びの資料」

タブレットたんまつで見てみよう

ほり進み木
もく

版
はん

画のつくり方

1  花物語 ［26×36cm］

ほり進み木
もく

版
はん

画のつくり方 ／
グラデーションのつくり方

（版
はん

木
ぎ

）

（刷り紙
し

）

ほりと刷りをくり返しながら表す木
もく

版
はん

画を、ほり進み木
もく

版
はん

画という。後もどりができないので、最初から2～3まいずつ刷っておこう。

1回目のほりと1回目の刷り。
水色で刷った。
（刷った後、版

はん

木
ぎ

を水であらう）

①下絵をかかずにちょうこく刀で線をほる。

④ばれんでこする。

②緑色と白色を混
ま

ぜたインクを
　つけすぎないように注意しながら、
　まんべんなくつける。

⑤きれいに刷れているか確
たし

かめながら、
　ゆっくりとめくる。もう２～３まい別の色で
　刷っておき、版

はん

木
ぎ

をあらい、かわかす。

③刷るコーナーへ移
い

動して、
　刷り紙

し

を版
はん

木
ぎ

の真ん中に置く。

⑥線や面をほり進めていく。

ほり進んで、ピンク色で刷り重ねた。
ほった線や形が水色で残る。
（刷った後、版

はん

木
ぎ

を水であらう）

さらに、面ぼりやほり足したい形などを
ほり進んで、緑色で刷り重ねた。
ほったところに、水色とピンク色が残る。

⑩ほった線や面が 1回目に刷った
　うすい緑色で残る。
　刷った後、版

はん

木
ぎ

をあらい、かわかす。

⑦ 2回目の刷りは、色を混
ま

ぜてつくった
　黄
おう

土
ど

色のインクをつける。

⑬刷り紙
し

に合わせて版
はん

木
ぎ

を置き、
　ひっくり返して刷る。

⑪さらに、ほり進む。

⑧ 1回目に刷った紙の上に、上下左右を
　合わせて、版

はん

木
ぎ

をのせる。

⑭ずれないようにゆっくりとめくる。

⑫最後の3回目の刷りは、青色と白色の
　グラデーションで刷る。

⑨ 2回目の刷りからは、紙の上に版
はん

木
ぎ

を
　のせるので、ひっくり返してばれんで
　こする。

⑮完成

●  グラデーションを
使って

いろいろな色の
組み合わせを
ためしてみよう。

学びの資
し

料
用具や材料を知ろう

かたづけ

使い終わったローラーは
やさしくあらう。

1 2 3

2  「花物語」の色ちがい ［26×36cm］ 
  「黄色→水色→ピンク色の順番で刷った。」

QR
コード
掲載58 59

タブレットたんまつで見てみよう

ペンチの使い方 ／ だんボールの加工のしかた ／ 
紙やすりの使い方 ／ ちょうこく刀の使い方

ペンチの使い方

はりがね

①交差させたところを
　ねじる。

②はりがねを引っぱりながら、
　何度かねじってしめる。

③ねじったはしを
　折り曲げておく。

22番（直径0.75mm）

20番（直径0.9mm）

18番（直径1.2mm）

16番（直径1.6mm）

14番（直径2.0mm）

切る。

ペンチにおしつけるようにして、
親指で直角に曲げる。

えん筆や丸いぼうなどに
まきつけて曲げる。

ラジオペンチを使って、
より合わせる。

引っぱり
ながら。

小さなものもはさみやすい。

学びの資
し

料

3

は
4

 （切るところ）

ものをはさむところ

え
4

 （手で持つところ）

●切り方

●はりがねの太さ（実物大）

●はりがねのとめ方

●曲げ方

は
4

の元のほうで切る。

ラジオペンチ

ペンチ

QR
コード
掲載60

タブレットたんまつで見てみよう

電動糸のこぎりの使い方

かたづけ

安全！

電動糸のこぎリの使い方

こちら側に立つ。 こちら側に立つ。

④ばねをおさえながら、
　は

4

の上をとめる。

板をゆっくりと回しながら
切る。

①板に切り線をかき、切りぬく
　部分の少し内側に、は

4

を通す
　あなをきりで開けておく。

②上のは
4

とめねじをはずして、
　板のあなには

4

を通す。
③上のは

4

とめねじをとめる。 ④切り線にそって、板を
　ゆっくりと回しながら切る。

①は
4

の取りつけが終わるまで、
　プラグはぬいておく。

②は
4

の上下を
　確

たし

かめる。
③は

4

は下から先にとめる。

下のは
4

とめねじは、

見えにくいので、

注意する。

この間には
4

を入れ、

ねじやレバーをしめる。

⑤は
4

の向きが正しいか、は
4

がしっかり
　とまっているかを確

たし

かめたら、
　プラグを差しこみ、電源

げん

を入れる。

ⒶからⒸへ切ったら、電源
げん

は
入れたままでは

4

をⒸからⒶにもどして
ぬき、次にⒷからⒸへ切っていく。

直角のところまで切ったら、ゆっくりと
板を90度回して切り進む。直角の位置に
あらかじめ、きりであなを開けておくとよい。

⑥切り進む方向を見て、板を両手で
　しっかりおさえながら、ゆっくりと
　板を動かして切る。

切り線とは
4

の向きが

いつも正面にくるように

して切る。

学びの資
し

料

上

下

●曲線に切る

●切りぬく

●するどい角度に切る ●直角に切る

・は
4

の向きを確かめる。
・は

4

をしっかり取りつける。
・は

4

の前にぜったいに手を
  出さない。
・落ち着いてゆっくりと切る。

電動糸のこぎりを使い終わったら
・必ずプラグをぬいておく。
・は

4

をはずす。
・まわりの木のくずをかたづける。
・折れたは

4

は、カッターナイフと同じように、
  折れば

4

入れにかたづける。
QR
コード
掲載62

5･6年上巻 p.58・59 5･6年上巻

5･6年上巻

タブレットたんまつを使おう
　タブレット端末も用具の一つとと
らえ、「集める」「調べる」「表す」「見
る」「保存する」といった造形活動で
の主な使用方法を挙げて、具体的
な活動と結びつけながら解説して
います。5・6 年下巻ではプログラ
ミングに関する事例も扱いました。

　それぞれの題材ページでも製作のプロセスや
発想のヒントなどを紹介し、活動を通して造形的
な見方や考え方を身につけます。

題材ページの囲み

●すきなものや たのしかったことに、おもいついた ゆめを たしざんしよう

すきなものや たのしかったこと ゆめ

くもの うえに
のったら
どんな

かんじかな ？

どうぶつえんで みた
かわいい ペンギンを
かきたいな。

かぞくで ドライブに
また いきたいな。

ペンギンと 
くもの うえを
おさんぽしたいな。

ふかふかな 
くもの くるまで

！ うこい にブイラド

の
ど

かん

どうぶつえんで みた
かわいい ペンギンを
かきたいな。

かぞくで ドライブに
また いきたいな。

1 紙
かみ

を くしゃくしゃにして 
やわらかくする。

2 紙
かみ

の はしに 
せっちゃくざいを つける。

3  紙
かみ

を おって、すきまが  
ないように はりつける。

4 目や 口、かざりなどを 
つける。

5 丸
まる

めた 新
しん

聞
ぶん

紙
し

を 
中に つめて とじる。

●「お友
とも

だち」を つくるには

いろいろなことが

できるよ。

わくわくするね。

あつめる

しらべる

あらわすみる

ほぞん
する

13

かたづけ

はりがねを使い終わったら

だんボールの加工のしかた

紙やすりの使い方

ちょうこく刀の持ち方と使い方

1  マイ・イエローフレンド  
［絵の具／高さ25cm］

木切れにまくと、みがきやすい。

水につけて、はがす。

つくえの角を使って、曲げぐせをつける。

かたほうの手で刀のえ
4

をえん筆を持つように持ち、
もういっぽうの手で刀の根元をおさえてほり進める。

切り口や角をみがく。

折りすじを入れて、丸める。

あなを開けて、丸めただんボールを
差しこむ。

紙やすりをしいてみがく。

ちょうこく刀と版
はん

木
ぎ

の角度を小さくし、
指先で刀をおし出すようにほる。

え
4

の後ろをおしながら
ほり進めてもよい。

丸い部分は、丸ぼうに
紙やすりをまきつけて
みがく。

切りこみをつくって、組み合わせる。

はりがねの先で
けがをしないように曲げておく。

次の人が使い
やすいように。

ビニルテープをまいておく。

まきつけておく。

余
あま

ったはりがねは
まとめておく。

●丸刀・三角刀の使い方

はがす 丸める 組み合わせる

差しこむ曲げる

61

タブレットたんまつで見てみよう

マイ美術
じゅつ

館をつくろう

かん賞
しょう

したり調べたりしてみよう

タブレットたんまつを使おう

自分の作品をみんなに見てもらおう

バーチャルてん示
じ

室　大
おお

原
はら

美術
じゅつ

館［岡山県］

これまでに、さつえいしておいた作品の写真を使って、自分だけの「マイ美術
じゅつ

館」をつくってみよう。

インターネットを使うと、美術
じゅつ

館の作品をかん賞
しょう

したり、作品について調べたりすることができる。
安全に注意してインターネットを使ってみよう。

バーチャルてん示
じ

室では、コンピュータを使って、
その場にいるかのように作品のてん示

じ

のようすを
味わうことができる。

どの作品を
見てもらおうかな。

どんな「マイ美術
じゅつ

館」を
つくろうかな。

友だちに発表したよ。

ほぞん
する

あつめる

しらべる

あらわすみる

QR
コード
掲載

大
おお

原
はら

美術
じゅつ

館 外観

63

学びの資
し

料

タブレットたんまつで見てみよう タブレットたんまつで見てみよう

QR
コード
掲載

QR
コード
掲載

「これな～んだクイズ」をつくろう これまでのふりかえりをしよう

ひ めら き ショートチャレンシ これまでの をしようふ りかえ り

これな～んだ ? これまで、心を開いて、いろいろなことに取り組み、見方や考え方を広げ、深めてきたね。
次にチャレンジしたいことを考えてみよう。

もしかして、うちゅう人 ？
見慣

な

れたものでも、見る方向を変えると不思議なものに見えてくる。
だれでもよく知っているものを
いろいろな方向から見てクイズをつくろう。

後ろすがたです。 上から見ると…。ヒント１

問 題
ヒント１

ヒント２

ヒント２

答えは…

答えは…

教室で育てている
メダカでした ！

ビー玉大ぼうけん 動いてクレイアニメーション

おもしろかんばん屋さん

動きの形をつかまえよう

わたしの町のひみつ教えます

コロコロ ローラーダンス

だんボールでためしてつくって

ぺたんこねん土で 
つくってみると

鉄と木でできている。
固くて、ちょっと重いよ。

手で持って使います。 かなづちでした ！

●クイズのつくり方
①問題にしたいものを決めて、いろいろな方向から見てかく。
②「問題」「ヒント」「答え」にする絵を決める。
③問題の出し方をくふうして、みんなでたのしもう。

おたがいのアイデアを
伝え合って、アニメーションの
お話を考えたよ。

ローラーを動かしながら、
いろいろな形や色ができたよ。
形や色から表したいことを
考えたよ。

材料や用具を使って、
どんなくふうが
できたかな。

たのしかったことや
みんなで協力したことは
何かな。

ためしたり
考えたり、
思いついたり
したかな。

「これな～んだクイズ」をつくろう

進め ！  糸のこたん検
けん

隊

電動糸のこぎりの使い方や
板の組み合わせ方をくふうしたよ。

64 65

p.60・61

p.62・63 5･6年上巻 p.64・65

　学習指導要領に示された、それぞれの学年で
扱うべき用具や材料についてまとめています
ので、図画工作がご専門ではない先生にも安心
してご指導いただけます。

用具や材料
を知ろう

　発想や構想の力が短時間で身につけられるように設定しました。
造形的な見方や考え方を知り、表現活動に生かすことにつながります。
空いた時間の穴埋めにもご活用いただけます。

タブレット端末からQRコード
を読み取ってワークシートで
学習することもできます。

ひらめきショートチャレンジ

　最後のページには、この教科書で学習した活動によって、どのよ
うな資質・能力が身についたのか確認できる「ふりかえり」のページ
を設けました。

ワークシートでは、使った用具
や材料の確認、次年度への抱
負などで、さらに学習を深め
ることができます。

これまでのふりかえりをしよう

らめきシ トチ レ

空 た時間の穴埋めにも 活用 ただけます

タ
を
学

　　　年 　　　組 　　　番

名前 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「「これな～んだクイズ」をつくろう」

１．「これな～んだクイズ」のアイデアを考えよう

２．友だちとクイズをたのしもう

ひらめき
ショート
チャレンジ

問題・答え・ヒントのどれにするか　  をつけよう。

横から

問題 ・ 答え ・ ヒント

下から

問題 ・ 答え ・ ヒント

上から

問題 ・ 答え ・ ヒント

前から

問題 ・ 答え ・ ヒント

後ろから

問題 ・ 答え ・ ヒント

問題 答え

ヒント１ ヒント２

ヒントや答えは、かくして
少しずつ見せてもいいね。

設け した。

ワ
や
負
る

これまでの
ふりかえりを
しよう 　　　年 　　　組 　　　番

名前 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

使った材料・用具を印をつけよう 

新しくできるようになったこと
くふうしたこと

ためしたり考えたりしたこと
思いついたこと

たのしく活動できたこと
友だちと協力できたこと

1 年間をふりかえろう

次にちょう戦してみたいことを考えて、絵や言葉でかいてみよう

 絵の具  版
はん

画用具 ローラー  ちょうこく刀

 板材 のこぎり かなづち     電動糸のこぎり

 はりがね      ペンチ、ラジオペンチ 紙やすり 土
つち

ねん土
ど
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各題材の左下部に設けたQRコードから、タブレット端末などを利用して、映像で学習内容を確認し
たり、ワークシートを使って発想や構想を広げたり学習をふりかえったりすることができます。

デジタルコンテンツで学習が深まります ！

タブレットたんまつで見てみよう

QR
コード
掲載

はじめに ／ 動くしくみのつくり方 ／ ペンチの使い方 ／ 作品
作品 　 　　ぐるっと　　　工作用紙を使った箱のつくり方 ／ 
作品カード ／ かん賞

しょう

シート ／ ふりかえりシート26

5･6年上巻 p.26・27

タブレット端末やスマートフォンでQRコードを読み取ることで、さまざまなコンテンツを利用することができます。

タブレットたんまつで見てみよう

資質・能力を司るキャラクターが題材の内容を
説明し、学習のめあてを確認します。全題材に
設定し、導入の手助けとしてご活用いただけます。

用具の安全な使い方を動画で解説します。児童
が自ら繰り返し視聴することで、技能が身につき
ます。用具の扱いが不安な先生にも安心してご
指導いただけます。

　学習内容について、動画で知ることができます。
児童の視点で撮影し、児童を学習へ引き込みます。

教科書に掲載した以外の多様な児童作品を
各題材につき2点を掲載し、

発想や構想の手助けとなるようにしました。

写真

映像

資質 を が 容を 全 を 解説 童

15

5･6 年上巻p.26-27

「アイデアシート」
発想を生み出す手掛かりとなるワークシートを用
意しました。

授業の始めに視聴することで学習の概要をつか
み、児童の意欲を高める動画です。
わかるまで繰り返し視聴することで必要な技能を
確実に習得することに役立つ動画です。
動く作品やアニメーション作品などを見ることが
できる動画です。
活動をタブレット端末での活動に置き換えたメイキ
ング動画です。
材料の事前準備に役立つ「授業の前に」や作家な
どからのメッセージ動画などがあります。
教科書に掲載した以外の児童作例を掲載し、表現
活動や発想や構想の手助けとなるものです。
立体作品を360度回転させて鑑賞することがで
きます。児童の立体感覚の把握にも役立ちます。
発想や構想の手助けとなるワークシートです。

完成した作品にそえて相互鑑賞や展示に活用でき
るカード。

鑑賞を深める手立てを施したワークシートです。

題材で培った力を「めあて」と連動してふりかえる
ワークシートで、評価にもご活用いただけます。
1年間や6年間のふりかえり、美術館ワークシート
など特定の場面で活用できるワークシートです。

「ふりかえりシート」
題材で身につけた力を確認することができます。
全題材にご用意したので、各題材の終末で使えます。

　発想を広げる「アイデアシート」、鑑賞を深める「かんしょうシート」、題材の終末
に使い評価の手立てにもなる「ふりかえりシート」などのコンテンツを、jpg形式で
ダウンロードしてご利用いただけます。

　掲載作品を回転させて鑑賞することができます。
製作の手立てとなるとともに、児童の空間感覚を
養います。

ぐるっと ワークシートなど

合計5･6年
下巻

5･6年
上巻

3・4年
下巻

3・4年
上巻

1・2年
下巻

1・2年
上巻

ワークシート
など

回転写真

写真

映像

はじめに

用具や技法等の動画

作品

タブレット作品のできるまで

その他の動画

参考作品など

ぐるっと

アイデアシート

作品カード

鑑賞シート

ふりかえりシート

その他のワークシート

合計

23

32

5

1

2

32

1

1

16

3

23

9

148

23

19

7

2

2

38

7

2

18

6

23

11

158

22

21

5

2

3

38

1

1

19

6

22

6

146

22

20

7

2

3

36

4

6

18

7

22

6

153

20

21

8

2

1

35

7

5

17

6

20

8

150

19

23

9

2

6

47

4

7

16

9

19

8

169

129

136

41

11

17

226

24

22

104

37

129

48

924

内　容
学年ごとの数

種　類 備　考

※各コンテンツは無料でご覧いただけますが，データの通信には料金が発生する場合がございます。

QRコードから参照できるコンテンツの内容と一覧

「 イデ シ 」

アイデア
シート 　　　年 　　　組 　　　番

名前 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「へんてこ山の物語」

①

③

⑤

②

④

⑥

どんなものがあるかな どんな生き物が住んでいるかな

絵や言葉でアイデアをかこう

１. 見たことのない形の山をかいてみよう 2. へんてこ山の物語を考えよう

「ふりかえりシ 」

　　　年 　　　組 　　　番

名前 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

あてはまるところにしるしをつけよう。

くふうしたこと、思いついたこと、たのしかったことなど、
感想をかこう。

もうすこし すこしできた できた よくできた

ふりかえり
シート

「くるくる回して」

ゆれぼうの動きから、どんなおもちゃを思いついて、
どんなかざりをくふうしたのかな。

形や色、動くしくみづくりなどをくふうしたかな。

ゆれぼうの動きからおもちゃを考えたかな。

くり返しの動きのおもしろさをたのしんだかな。
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結
むす

べる材料を
さがしてきたよ。

雪を使って形をつくり、ならべたり
組み合わせたりしてみよう。

雪で

話し合いながら、

力を合わせて

たのしく活動しよう。

自然の中にあるものを使って完成させた
よ。わたしたち

のひみつの
場所。

自然と生きる

自然はわたしたちにとって身近で大切なものです。都市でもビルを緑化
することにより、自然とともに生活することを考えた建物が増

ふ

えています。

1  アクロス福岡
［福岡県］1995年 
自然との共生をテーマに、
建物を都会の中の一つの山と
見立ててつくられ、
階だん状

じょう

の屋上には植物が 
生
お

いしげっている。

ふりかえりかたづけ あわせて学ぼう

【理科】
自然の移

うつ

り変わりと変化について
考えてみよう。

使った材料は元の場所に
もどす。

友だちと協力しながら、
自然の材料や場所の特ちょうを生かして、
どんなたのしい活動ができたのかな。 35

5･6年上巻 p.34-35 「地球まるごとたからばこ」

　図画工作の学習が身近なSDGs の活動や持続可能な社会の創造につながっていることを、学習内容との関連
や発展から自然な形で示しました。また、活動にあたってもSDGsを意識した材料などの有効活用できる設定を
心がけました。

図画工作からSDGsにつながります ！

自然と生きる

自然はわたしたちにとって身近で大切なものです。都市でもビルを緑化
することにより、自然とともに生活することを考えた建物が増

ふ

えています。

1 岡福スロクア 
［福岡県］1995年 
自然との共生をテーマに、 
建物を都会の中の一つの山と 
見立ててつくられ、 
階だん状

じょう

の屋上には植物が 
生
お

いしげっている。

4  紅
こう

葉の秋［ラトビア／11さい／28×38cm］

外国の友だちの絵

題材ページに設けたSDGsコラム
　学習活動との関連からSDGs にかかわる造形的な取り組みなどを紹
介します。題材ページに設けたSDGsの内容にはマークを付しました。

SDGsに配慮した材料！
材料にも配慮しました。写真は従来のプラスチック製のストローをやめ、紙ス
トローの扱いに替えた例です。ほかにも造形遊びで使った材料が次の工作の
材料になるなど、材料を無駄にしない工夫をしています。

外国の友達の絵

多様性を意識する観点から海外児童の作品もSDGsに
かかわる活動と位置付け、各学年に配置しました。

5･6年下巻 p.23「わたしのお気に入りの場所」

ストローでふいて、
絵の具を広げる。

16

図画工作の学習が教室、図工室に閉じられた
ものではなく、共に学び、社会へ広がる様子
を掲載することで、児童自らが図画工作
の学習の意味に気づき、意欲をもっ
て取り組めるように考え

ました。

学びを
生かす、つなげる

POINT:❸

図画工作からSDGsに
つながります！

P.17
図画工作から社会への
広がりを示す「つながる造形」

P.18
地域のよさを生かした造形活動から
郷土を理解します！

P.20
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図画工作の学習が社会とかかわる事例や取り組みを紹介するページとして、「つながる造形」を設定
しました。SDGsにかかわる内容も扱います。身近な事例から少しずつ社会へ広がって行くように学年
を追うごとに大きな課題を扱います。カリキュラム・マネジメントの参考としてもご活用いただけます。

図画工作から社会への広がりを示す
「つながる造形」

つながる

学校生活

教室の中で

を たのしく

ぞうけい

学校では、毎日いろいろなことをしているね。
図画工作の力で学校生活をもっとたのしくしよう。

みんなで決
き

めた学級
きゅう

目標
ひょう

や

係
かかり

の分たん表
ひょう

をつくってけいじしました。
開
ひら

くしくみにしました。
めくるのがたのしいよ ！

おえかき係
がかり

音楽会で

運
うん

動
どう

会で

ほけん係
がかり

みんなの手のひらをスタンプして、おうえんの旗
はた

をつくりました。

自分たちでつくった
いしょうでソーラン節

ぶし

を
おどりました。

動
うご

くしくみをためしながら、
わ
4

ゴムのつけ方や
かざりを考えてつくりました。

町のどのようなところを取
と

り上げるか話し合いました。 カッパ伝
でん

説
せつ

がある場所
しょ

を調
しら

べました。

町にある大きな木。
地図の中で目立たせるために、
大きくこい色でかきました。

生きもの係
がかり

学校の行事
じ

で

学校をかざろう

音楽会や運
うん

動
どう

会が

たのしくなるかざりや

理科で動
うご

くしくみを使
つか

って、「ゴムカー」をつくりました。

見る人がたのしい気持
も

ちになるように、

かべいっぱいに絵をかきました。
いしょうをつくりました。

社会科で自分たちの

住
す

む町のことを調
しら

べて、

絵地図をつくりました。

ほかの教科で

54 55

学校の外に出て、伝
つた

えてみよう。
見つけよう、ふれてみよう。

学校の外に

つながる ぞうけい

町や公園に

学校のフェンスに
かざったら、
町の人が

見てくれたよ。

公園が
美じゅつ館に
なったみたい。

子ども造
ぞう

形
けい

パラダイス［愛
あい

知
ち

県豊
とよ

橋
はし

市］

「お気に入りのカステラです。
真ん中の絵は、おいしく
見えるように何度も
かき直しました。」

「江
え

戸
ど

川
がわ

区で有名な小
こ

松
まつ

菜
な

は、
栄
えい

養
よう

がたくさんあって
おいしいです。」

造
ぞう

形
けい

さがみ風っ子展
てん

［神
か

奈
な

川
がわ

県相
さがみはら

模原市］

造
ぞう

形
けい

おかざきっ子展
てん

［愛
あい

知
ち

県岡
おか

崎
ざき

市］

豊
とよ

川
かわ

子ども造
ぞう

形
けい

広場［愛
あい

知
ち

県豊
とよ

川
かわ

市］

1  スライドマウンテン  
［E

イー

P
ピー

S
エス

、人工石モルタルなど 
／高さ4.8m］ 1994 年 
イサムノグチ［1904～88]  
［北

ほっ

海
かい

道
どう

札
さっ

幌
ぽろ

市］

すてきなアーチを
通りぬけるよ。

3  B
ブ ッ ク ス

ooks o
オン

n t
ザ

he G
ガ ー デ ン

arden 
［ステンレススチール／高さ136～165cm］ 2001年 

エルド吉
よし

水
みず
［1965～］  

［千
ち

葉
ば

県千
ち

葉
ば

市］

4  どろんこ坊
ぼう

や 
［銅

どう

、鍛
たん

金
きん

／ 
親 高さ320cm、  
子 高さ90cm］1996年 

安
あん

藤
どう

泉
いずみ
［1950～］  

［大
おお

阪
さか

府
ふ

堺
さかい

市］

2  三つの帽
ぼう

子
し
（部分）［F

エフ

R
アール

P
ピー

、 

ウレタン塗
と

装
そう

／高さ各
かく

180cm］ 1996年 

草
くさ

間
ま

彌
やよ

生
い
［1929～]  

［福
ふく

岡
おか

県福
ふく

岡
おか

市］

地いきの学校や人々と

［東
とう

京
きょう

都
と

江
え

戸
ど

川
がわ

区］

地いき と つながる

作品をてんじする場所は

町のお気に入りのものを絵にして
地いきの人に見てもらいました。

いろいろあるね。

町のいろいろな場所に
作品があるね。

©
YA
YO
I K
U
SA
M
A

54 55

学校内での身近な他者を意識した活動から、 

3･4年上巻 p.54・55

3･4年下巻 p.54・55

　「学校の外に」「町や公園に」「地いきの学校や人々と」の３つの
テーマで構成し、図画工作の学習が学校から少しづつ地域の広がっ
ていることに目を向けるヒントとなる事例を扱っています。

地いきとつながる

　「教室の中で」「学校の行事で」「ほかの教科で」「学校をかざろう」
の４つのテーマで構成し、図画工作の学習を学校内で関連させて
活用するヒントとなる事例を扱っています。

学校生活をたのしく

※低学年では表現と鑑賞の学習にかかわる
　題材ページを多く設けるために設定していません。

「つながる造形」のテーマ

学校生活をたのしく

地いきとつながる

美術館をたのしもう

人やくらしとつながる

人々の幸せや平和を願う

人とともに未来をつくる

学 年

3・4年上巻

3・4年下巻

5・6年上巻

5・6年下巻

19

5･6 年上巻p.26-27

QR
コード
掲載

つながる

たのしもう

造
ぞう

形

美術
じゅつ

館にはさまざまなたのしみ方があります。
実際
さい

に美術
じゅつ

館へ行って、本物の作品と出会い、
お気に入りをさがして、
自分のたのしみ方を見つけましょう。

本物の作品は
大きくて
はく力がある。

人の表情
じょう

が
みんなちがうね ！

どのくらいの
大きさかな。

美術
じゅつ

館では、
作品をしょうかいするための
教材やプログラムが

あります。
事前の学びに活用できます。

レプリカ作品でかん賞
しょう

してみよう。 美術
じゅつ

館や作品について調べてみよう。

金屏
びょう

風
ぶ

をかざるワークショップ
［茨城県天

てん

心
しん

記念五
い

浦
づら

美術
じゅつ

館］

デカルコマニーで
花を表して金屏

びょう

風
ぶ

に
かざりました。

さわらない

美術
じゅつ

館のワークシートに、
気づいたことや考えたことを
書いてみよう。

作品のたのしみ方はさまざまです。
一人で見たり、友だちと見たりするなど、
作品をいろいろな見方でたのしみましょう。

思ったよりも
背
せ

中や足に力が
入るな。

お気に入りの作品の
グッズを見たり、
家でかざったりしてもいいね。

気づいたことや気になったこと、考えたことについて話してみよう。

作品のポーズをとってみると、
見ただけでは気づかないことを
発見できそうだ。

静かな声で メモはえん筆で 走らない 食べない、飲まない

いすの作品を
学校で

かん賞
しょう

しました。

シナリオや演
えん

出を考え、
しばいやさつえいなども
すべて自分たちで
行いました。

出前美術
じゅつ

館「お気に入りのいすを見つけよう」
［埼玉県立近代美術

じゅつ

館］
こども映

えい

画ワークショップ
［世

せ

田
た

谷
がや

美術
じゅつ

館］

静岡県立美術
じゅつ

館は緑に囲まれた場所にあり、野外にも作品が
展
てん

示
じ

されています。ロダン館にはロダンの作品が数多く
あります。みなさんの地いきにも、いろいろなみ力のある
美術

じゅつ

館があると思います。美術
じゅつ

館をたのしんでください。
（静岡県立美術

じゅつ

館 学芸員 石
いし

上
がみ

さん）

美術
じゅつ

館を

地
じ

獄
ごく

の門［ブロンズ／高さ620cm］1880~1917年　オーギュスト・ロダン［1840~1917 ／フランス］1

美術
じゅつ

館に行く前に

静岡県立美術
じゅつ

館に来ました ！

ほかの美術
じゅつ

館の特ちょうあるプログラム

作品をたのしもう

美術
じゅつ

館で
守ろうね

ミュージアムショップで

一人でじっくりと

みんなで想像
ぞう

を広げる

タブレットたんまつで見てみよう

美術
じゅつ

館ワークシート
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昔から、人は自然や平和への願いを形や色で表してきました。
作品にこめられた思いを感じ取り、味わってみましょう。

つながる 造形

東日本大震
しん

災をきっかけに
制作された作品で、
人や自然との共

きょう

存
ぞん

、
未来への希望や願いが
こめられている。
さまざまながれきから
のびる１本の大木には、
色あざやかに花がさく。

「明
あ

日
す

の神
しん

話
わ

」は水素爆
ばく

弾
だん

が爆
ばく

発したしゅん間を題材にしており、
その悲劇を乗りこえる人間の姿をえがいています。
渋
しぶ

谷
や

駅（東京都）に設置され、日常の中で平和をうったえています。

日本各地には、人々の幸せを願った
さまざまな工芸品などが受けつがれています。

©
IK
ED
A
 M
an
ab
u,
C
ou
rt
sy
 o
f M
Iz
um
a 
A
rt
 G
al
le
ry
,T
ok
yo
/S
in
ga
po
re

犬
いぬ

張
はり

子
こ

は、
子どものすこやかな
成長を願ってかざります。
子どもの魔

ま

除
よ

けとして、
宮参りに用いる
地域
いき

もあります。

災害や病気から人々を守り、
作物がよく実ることなどを
願い、とうろうをかざる
お祭りです。

（部分拡
かく

大） （部分拡
かく

大）

1 誕
たん

生 ［紙／ペン、インク、透
とう

明水彩
さい

／300×400cm］2013～16年　池
いけ

田
だ

学
まなぶ
［1973～］佐賀県立美術館蔵

ぞう

3 犬
いぬ

張
はり

子
こ
［東京都］

2  明
あ

日
す

の神
しん

話
わ
［アクリル系

けい

塗
と

料
りょう

／ 5.5m×30m］ 1969年 渋
しぶ

谷
や

駅［東京都］ 

岡
おか

本
もと

太
た

郎
ろう
 ［1911～96］

4 六
ろく

月
がつ

灯
どう
［鹿児島県］

平和への願いをこめて

人々の幸せを願って

人々の幸せ や 平和を願う

岡
本
太
郎
記
念
館
／
撮
影
：
日
比
野
武
男

クラスみんなの顔をかいて
大きなとうろうにしました。
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造
ぞう

形つながる

つながる人やくらし と
表現
げん

することは、わたしたちのくらしを考えるきっかけになります。
表現
げん

することは、自分を知り、他者を知り、人とちがうところや同じところに気づき、
人を理解

かい

することにつながります。

地球のかかえる問題をもとにした表現
げん

や活動があります。

海外の学校と作品を通して交流しました。

「わたしたちが元気になると気持ちがふわふわうかぶように、
空気も温められるとお空にのぼっていきます。
空気はいっしょに笑ったり泣いたりする仲間のようです。
見えたりさわったりすることができる作品にしました。」

アメリカの学校と日本の学校で、同じ音楽をきいて
それぞれが感じたことをもとに表しました。

作者からの
ビデオメッセージ

「春のあたたかさを感じて、鳥や草木をかきました。
日本の学校にも同じような

感じ方をしている作品があって、
うれしかったです。」

同じ音楽をきいたのに、
いろいろな作品があって
おもしろいな。

あの作品の色づかいが
すごくすき ！

地球にやさしく

I
イ ン タ ー

NTER-W
ワ ー ル ド

ORLD/S
ス フ ィ ア

PHERE : T
ザ

he t
ス リ ー

hree b
ボ デ ィ ー ズ

odies
［ポリオレフィンフィルム、P

ペット

ETフィルム、送風機／高さ各 5.５m］
2021年 奥

おく

中
なか

章
あき

人
ひと
［1981～］

北九州未来創
そう

造
ぞう

芸術
じゅつ

祭 A
ア ー ト

RT f
フォー

or S
エスディージーズ

DGsでの展
てん

示
じ

1

真
ま

庭
にわ

のシシ［真
ま

庭
にわ

市のごみ／高さ3m］ 

2018年　淀
よど

川
がわ

テクニック［1976年～］
真
ま

庭
にわ

市（岡山県）の家庭から出されたごみを
材料にしてつくられています。

2

さまざまな自然の材料を発見しながら、

インターネットのてんらん会で、

おたがいの学校の作品をかん賞
しょう

しました。

かざるものをつくりました。

外国の友だちと

地球でわたしたちがくらし続けていけるように、さまざまな国の代表が集まって決めた世界共通の目標です。
2030年までに達成することを目指しています。S

エスディージーズ

DGsとは

S
エスディージーズ
DGsについて考え、

絵に表しました。
［にいはまS

エスディージーズ

DGsアート・
  フェスティバル／愛媛県］

海を守ろう 
［38×27cm］

3

森を大切に 
［27×38cm］

4

©
淀
川
テ
ク
ニ
ッ
ク
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これまで、形や色などで自分を表現すること、生活を豊かにすることを学んできました。
図画工作の学習は、人とともに新しい未来をつくる力につながります。

撮
影
：
笠
木
靖
之

1 案内看
かん

板 ［神奈川県］

4  大
おお

川
かわ

端
ばた

帯
おび

状
じょう

近
きん

隣
りん

公園の
ピクトグラム
「地域

いき

の公園を、ジョギング
している人や桜、橋の形の
特ちょうで表しました。」

実際の
大
おお

川
かわ

端
ばた

帯
おび

状
じょう

近
きん

隣
りん

公園
［秋田県］

5 だれもが使いやすいはさみ 
にぎる力が弱い人でも安心して 
使えるはさみ。
にぎったり、おしたりすることで、
切ることができる。

6 いつでも快適に使える消しゴム
いくつも角があり、文字の消しやすさを
何度も味わうことができる。

8 さまざまな体の特ちょうに
合わせて使用できる水飲み場

9  階段
だん

の上り下りのときに
体を支えやすい手すり

2 赤レンガ倉庫 ［神奈川県］

3 横
よこ

浜
はま

美術館 ［神奈川県］

7 イベントの参加者たちがかいた共同作品

「それいゆ」で行われたアートイベント ［静岡県］
さまざまな人が働いている「それいゆ」（静岡市）のことを地域

いき

の人たちに知ってもらうためのイベント。
つくったり、話したり、演奏

そう

したりして、人とかかわりながら自由に表現をたのしんでいる。

人にやさしく ーもっとわかりやすくー

人を支える ーもっと使いやすくー

人とつながる ーもっといっしょにー

体の特ちょうに
使用できる水飲み場

撮
影
：

3 横
よこ

浜
はま

美術館 館［神奈川県］

9

8 さまざまな
合わせて使

ト。

ピクトグラムは、
年れいや国、言語を問わず、
どんな人にでも伝えたいことを

伝えられるように、絵でわかりやすく
表された記号です。

街なかや公共のし設などで
使われています。

公共の場所では、
だれもが利用しやすいものや
しくみがくふうされています。
このようなくふうが、

すべての人の生活や暮
く

らしを
豊かにします。

表現の形は
人の数だけちがいがあります。

そのちがいは、
魅
み

力的で価
か

値
ち

あるものです。
ちがうからこそ、もっと知りたい、話したい、
いっしょにつくりたいという気持ちが

生まれます。
表現が人と人とをつなぎ、
みんなの居場所をつくります。

人とともに 未来をつくる

つながる 造形
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 学年を追うごとに扱うテーマを社会全体に広げていく構成になっています。

5･6年上巻 p.52・53 5･6年下巻 p.52・53

5･6年上巻 p.54・55 5･6年下巻 p.54・55

　SDGs についてロゴマークを児童作品と合わせて紹介するとと
もに、環境問題や国際理解、多様性の大切さについて考える学習に
つながる事例や図版を掲載しました。

人やくらしとつながる

　高学年では鑑賞の対象として「我が国や諸外国の親しみのある
美術作品」が加わり、地域の美術館と連携した活動も考えられるた
め、美術館での楽しみ方や注意点などがわかるページとして設定し
ました。

美術館をたのしもう

　図画工作の学習が社会の課題を解決し、多様性を尊重して一人
一人が輝く社会の実現につながっていることを示す図版や事例を、
福祉やインクルーシブ教育にかかわる観点から掲載しました。

人とともに未来をつくる

　「平和への願いをこめて」「人々の幸せを願って」の２つのテーマ
を設定し、平和や幸せを願う人々の思いが形と色でどのように表さ
れてきたのかを鑑賞することから、平和学習や社会問題への関連
を図ることができる図版や事例を取り上げています。

人々の幸せや平和を願う
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地域の伝統文化や材料などを生かした造形活動を積極的に取り上げ、そのよさをじゅうぶんに味わえ
るようにしました。図画工作で培われる力が地域や身近な社会にかかわることを示すことで、児童が
伝統と文化を尊重し、それらを育んできた郷土を愛するきっかけとなることを目指しました。

地域のよさを生かした造形活動から
郷土を理解します ！ 

身近な地域のよさを生かした活動を各学年で応じて取り上げています。

みんなのギャラリー

5･6 年上巻p.56-57「みんなのギャラリー」

     

葉っぱになった
つもりで
考えてかいたよ。

わたしたちの身のまわりには、さまざまな文化をつくり出す芸術
じゅつ

家や、くらしに生きる伝統
とう

を守る人々がいます。
そのような身近なアーティストに学び、表現

げん

をたのしみましょう。

岩
いわ

槻
つき

人形
［埼玉県さいたま市］

地いきの方に教えてもらい、
木
き

目
め

込
こみ

人形をつくりました。

伝統
とう

的な岩
いわ

槻
つき

人形

葉っぱの一生
［岡山県津

つ

山
やま

市］

墨
すみ

について学習した後、
「葉っぱの一生」を自由に

かきました。

画家・ちょうこく家の
武
む

藤
とう

順
じゅん

九
きゅう

さんに、
墨
すみ

のすり方や文化について
教わりました。 獅

し

子
し

頭
がしら

［熊本県熊本市］

地いきに伝わる獅
し

子
し

舞
まい

について学び、
自分だけの獅

し

子
し

頭
がしら

を
つくりました。

「一式かざり」とは、身近な材料の中から
同じ種類のものを集めてかざりをつくる
伝統

とう

行事です。

図工室を
かざろう
［千葉県千葉市］

図工室をかざる作品を
みんなでつくりました。

一式かざり
［島根県出

いずも

雲市］

地いきの方に教えてもらい、
一式かざりをつくりました。

紙パックと紙ねん土で、
口が開くようにつくったよ。

元通りに使えるように、
はりがねだけで固定して
つくります。

アーティストの鈴
すず

木
き

宜
よし

充
みつ

さんと
いっしょにつくりました。衣しょうのちりめんなどを

１まいずつ体におしこむ。

ともにと身近なアーテイスト

56 57

1・2 上

学年 テーマ 事例

1・2 下

3・4上

みんなで
いっしょに

教室を
飛び出して

地いきに
学ぶ

楽焼［徳島県佐那河内村］
ひかりの実［愛媛県松山市］
おおきなこどもにんぎょう［北海道札幌市］
うみのいきものをつくろう［千葉県市川市］
空を飛ぼう１・２・３  ！ ［埼玉県川越市］

サザンビーチでサンドアート［神奈川県茅ケ崎市］
開運 ！  宝船［埼玉県川口市］
たっぷりえのぐでおもいっきり［神奈川県横浜市］
みんなでつくろう紙コップオブジェ［千葉県千葉市］
くろいろいろいろいろいろくろいろ［群馬県中之条町］

竜宮城へようこそ［神奈川県横浜市］
ふく凧［山口県下関市］
黄ぶな絵付け［栃木県宇都宮市］
盆栽づくり［埼玉県さいたま市］
ちとふな盆踊り［東京都世田谷区］

各学年の「みんなのギャラリー」のテーマと内容一覧

3・4 下

学年 テーマ 事例

5・6 上

5・6 下

地いきの
材料を
生かす

身近な
アーティスト
とともに

伝統の技を
学ぶ

竹紙あかり［福岡県北九州市］
ぬのマジック［岡山県岡山市］
螺鈿細工にちょうせん［岩手県山田町］
雪の世界い産［北海道札幌市］
地いきの色・自分の色［大分県別府市］

岩槻人形［埼玉県さいたま市］
葉っぱの一生［岡山県津山市］
図工室をかざろう［千葉県千葉市］
一式かざり［島根県出雲市］
獅子頭［熊本県熊本市］

江戸扇子［東京都江戸川区］
my 硯［宮城県石巻市／仙台市］
蒔絵体験［東京都新宿区］
オエダラ箕［秋田県秋田市］
久留米絣［福岡県久留米市］
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❶雪の世界遺産
［北海道札幌市］

❽小倉城竹あかり
福岡県北九州市］

❼ひかりの実
［愛媛県松山市］

❸西六郷公園（タイヤ公園）
［東京都大田区］

❺姫路城
［兵庫県姫路市］

❻大原美術館バーチャル
展示室［岡山県倉敷市］

❹子ども造形パラダイス
［愛知県豊橋市］

❷伝統的な雄勝硯
［宮城県石巻市］

県 市町村 学年 ページ 題材名 作品／事例

北海道
北海道
北海道
北海道

札幌市
札幌市
札幌市
美唄市

1
4
4
6

56-57
54-55
56-57
32-33

みんなの ギャラリー
つながるぞうけい
みんなのギャラリー
形の中に入ってみると

おおきな　こども　にんぎょう
スライドマウンテン
雪の世界い産
安田侃彫刻美術館　アルテピアッツァ美唄

北海道

京都府
京都府
京都府
大阪府
兵庫県

京都市
京都市
京都市
堺市
姫路市

3
6
4
4
2

48-49
24-25
38-39
54-55
18-19

つくって へんしん
小さな美術館
墨や筆の技 水墨画の世界へ
つながるぞうけい
つんで ならべて びっくりしタワー

さぎのまい
神雷神図屏風
枯木猿猴図
どろんこ坊や
姫路城

近畿

鳥取県
島根県
岡山県
岡山県
岡山県
岡山県
山口県
山口県

鳥取市
出雲市
岡山市
倉敷市
津山市
真庭市
下関市
防府市

1
5
4
5
5
5
3
6

14-15
56-57
56-57
63
56-57
54-55
56-57
38-39

さらさら どろどろ
みんなの ギャラリー
みんなの ギャラリー
タブレットたんまつを使おう
みんなの ギャラリー
つながる造形
みんなの ギャラリー
墨や筆の技 水墨画の世界へ

鳥取砂丘の風紋
一式かざり
ぬのマジック
大原美術館バーチャルてん示室
葉っぱの一生
真庭のシシ
ふく凧
四季山水図（山水長巻）

中国

徳島県
徳島県
徳島県
香川県
愛媛県

上勝町
佐那河内村
徳島市
琴平町
松山市

5
1
3
5
1

44-45
56-57
52-53
24-25
56-57

わたしの町のひみつ教えます
みんなの ギャラリー
みんなでオン・ステージ
小さな美術館
みんなの ギャラリー

上勝ゼロ・ウェイストセンター
楽焼
阿波踊り
遊虎図
ひかりの実

四国

福岡県
福岡県
福岡県
福岡県
福岡県

福岡市
福岡市
北九州市
北九州市
久留米市

4
5
4
5
6

54-55
34-35
56-57
54-55
56-57

つながる造形
地球まるごと たからばこ
みんなのギャラリー
つながる造形
みんなのギャラリー

三つの帽子
アクロス福岡
小倉城　竹あかり
TER-WORLD/SPHERE:The three bodies
久留米絣

佐賀県
熊本県
大分県
大分県
鹿児島県

佐賀市
熊本市
別府市
別府市
鹿児島市

6
5
4
4
6

52-53
56-57
22-23
56-57
52-53

つながる造形
みんなのギャラリー
つないで組んで すてきな形
みんなのギャラリー
つながる造形

誕生
獅子頭
別府竹細工
地いきの色・自分の色
六月灯

九州・沖縄

秋田県
秋田県
岩手県
宮城県
宮城県

秋田市
秋田市
山田町
石巻市
石巻市／仙台市

6
6
4
6
6

54-55
56-57
56-57
56-57
56-57

つながる造形
みんなのギャラリー
みんなのギャラリー
みんなのギャラリー
みんなのギャラリー

大川端帯状近隣公園　実際の写真
オエダラ箕
螺鈿細工にちょうせん
伝統的な雄勝硯
my硯（つくった硯を使って）

東北

茨城県
栃木県
群馬県
群馬県
埼玉県
埼玉県
埼玉県
埼玉県
埼玉県
千葉県
千葉県
千葉県
千葉県
千葉県
千葉県
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都

北茨城市
宇都宮市
渋川市
中之条町
さいたま市
さいたま市
さいたま市
川口市
川越市
千葉市
千葉市
千葉市
市川市
佐倉市

江戸川区
大田区
江東区
品川区
渋谷区

5
3
5
2
3
5
3
2
1
2
5
5
1
4
4
6
3
6
5
6

52-53
56-57
38-39
56-57
18-19
56-57
56-57
56-57
56-57
56-57
54-55
56-57
56-57
10-11
36-37
56-57
12-13
16-17
46-47
52-53

つながる造形
みんなのギャラリー
小さな美術館
みんなのギャラリー
光サンドイッチ
みんなのギャラリー
みんなのギャラリー
みんなのギャラリー
みんなのギャラリー
みんなのギャラリー
つながるぞうけい
みんなのギャラリー
みんなのギャラリー
小さな美じゅつ館
学校もりあげますコット
みんなのギャラリー
生まれかわった なかまたち
すかして重ねて わたしの光
小さな美術館
つながる造形

金屏風をかざるワークショップ
黄ぶな絵つけ
無題（フラフープ）
くろいろいろいろ いろいろくろいろ
過ぎゆくもの
岩槻人形
盆栽つくり
開運 ！  宝船
空を飛ぼう1・2・3  ！ 
みんなでつくろう紙コップオブジェ
Books on the Garden
図工室をかざろう
うみのいきものをつくろう
アカハラシキチョウ 5.5X
千葉県のSDGsシンボルマーク
伝統的な江戸扇子
タイヤかいじゅう　あらわる
ランプ
DNF:暗夜光路　眠れない町
明日の神話

東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県

新宿区
新宿区
新宿区
墨田区
世田谷区
世田谷区
台東区
台東区
中央区
千代田区

多摩市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
相模原市
茅ヶ崎市

3
6
6
6
5
3
6
6
6
4
6
3
2
3
6
6
6
6
4
2

2-3
56-57
63
24-25
52-53
56-57
30-31
30-31
28-29
2-3
52-53
2-3
56-57
56-57
54-55
54-55
54-55
66-69
54-55
56-57

導入　できたらいいな
みんなのギャラリー
タブレットたんまつを使おう
小さな美術館
つながる造形
みんなのギャラリー
小さな美術館
小さな美術館
見て感じて わたしの表現に
導入　力を合わせて
つながる造形
導入　力を合わせて
みんなのギャラリー
みんなのギャラリー
つながる造形
つながる造形
つながる造形
未来へつながる図画工作
つながる造形
みんなのギャラリー

東京2020パラリンピック開会式のようす
蒔絵体験
「2020東京オリンピック」の開会式
富獄三十六景　神奈川沖浪裏
こども映画ワークショップ
ちとふな盆踊り
三代目大谷鬼次の江戸兵衛
湖畔
Ⅺ空中ブランコ（コドマ兄弟）（『ジャズ』より）
循環-RECIRCULATION-
犬張子
テーマパークのフロート
たっぷりえのぐでおもいっきり
りゅぐうじょうへようこそ
横浜美術館
みなとみらい案内看板
赤レンガ倉庫
病院に笑顔と光を
造形さがみ風っ子展
サザンビーチでサンドアート

関東

静岡県
静岡県
愛知県
愛知県
愛知県

静岡市
静岡市
岡崎市
豊川市
豊橋市

5
6
4
4
4

52-53
54-55
54-55
54-55
54-55

つながる造形
つながる造形
つながるぞうけい
つながるぞうけい
つながるぞうけい

静岡県立美術館
「それいゆ」で行われたアートイベント
造形おかざきっ子展
豊川子ども造形広場
子ども造形パラダイス

中部

❶
❷

❺

❼

❸

❹

❻

❽

各地のさまざまな造形を取り上げています。造形活動を通して身近な地域を知ることから郷土への愛着を深めます。

日本各地の郷土の造形を掲載

県 市町村 学年 ページ 題材名 作品／事例
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教科書に関するさまざまな疑問にお答えします。

図画工作教科書なんでもQ&A

1･2 年上巻　63 ページ

タブレットたんまつで

写真をとりながら、置く場所や
置き方を考えてみよう。

いろいろなことが

できるよ。

わくわくするね。

あつめる

しらべる

あらわすみる

ほぞん
する

きに なったことを しらべよう。

タブレットたんまつで
さくひんを つくろう。

すてきなものを みつけたら、
さつえいして ほぞんしておこう。

きから おもしろい 
かたちの えだが 
はえているのを 
みつけたよ。

これは、
１ねんせいの ときの 
さくひんだね。

ほぞんしたものや さくひんは、 

いつでも みることが できるよ。

６ねんせいに なっても 

ふりかえることが できるね。

タブレットたんまつで いろいろなことが できるよ

６ねんせいに なったら

タブレットたんまつを つかおう

これ
１ね
さく

ほぞ

いつ

６ねん

ふり

たら

でで
う。

ともだちが あつめた 
すてきなものを みよう。

3･4 年上巻　35 ページ

タブレットたんまつで

写
しゃ

真
しん

にとると、
作品をのこして
おくことが
できるね。

5･6 年上巻　51 ページ

さまざまな場面でタブレット端末の活用例を写真
で紹介しています。

3･4 年下巻　47 ページ

タブレットたんまつで

5 車電色じに ［サイズか変
へん

］

絵をかく活動をタブレット端末での活動
に置き換えた例。QR コードからメイキ
ング動画もご覧いただけます。

教科書のさまざまな場面で取り上げています。また、各学年に設けた「タブレットたんまつを使
おう」で、どんなことができるのか紹介していますので、さまざまな場面で活用して下さい。

一人一台のタブレット端末を図画工作では
どのように使ったらよいでしょうか ？ Q.

A.
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1  ザッパーン ！  にげろ ！ 
［絵の具、お花紙など／高さ16cm］ 
「2本のゆれぼうの動きからサメの頭と
しっぽを思いつき、サメから船が
にげるように調節しました。」

2  野球の練習
［色画用紙、竹ひご、カラーペンなど／高さ19cm］ゆれぼうの

くり返す動き…。
何を表せそうかな。

思い通りの動きになるように、あなの形と大きさを変えたよ。

●動くしくみのつくり方とゆれぼうの取りつけ方

ペンチではりがねを
おさえて、手で曲げる。

箱にはりがねを通す。
箱にあなを開けるか、箱に切りこみを入れた後に、
はりがねを通してビニルテープなどでふさぐ。

箱にゆれぼうを通すあなを開ける。
あなの大きさで動き方が変わる。

ストローの先に切りこみを
入れて、ホチキスなどでとめる。

丸いあな

細長いあな

紙箱やはりがねを使って、
たのしく動くおもちゃをつくってみよう。
動きから想像

ぞう

したり、しくみをくふうしたりしよう。

くるくる回して

3  海をただようクラゲ
［色画用紙、ビニルテープなど／高さ22cm］

4  ブレーメンの音楽隊 
［色画用紙、カラーペンなど／高さ24cm］

表したいものに合わせて

しくみを調整しよう。

タブレットたんまつで見てみよう あわせて学ぼう

こ
う
さ
く

【算数】
箱をつくるときに、
てん開図をかいてみよう。

ふりかえり

ゆれぼうの動きから、
どんなおもちゃを思いついて、
どんなかざりをくふうしたのかな。

かたづけ

余
あま

ったはりがねは、
太さごとにまとめて
かたづける。

参考

ペンチの使い方は
60ページを見よう。

QR
コード
掲載

接
せっ

着ざい工作用紙 紙ねん土はりがね ストロー はさみ ペンチホチキス

はじめに ／ 動くしくみのつくり方 ／ ペンチの使い方 ／ 作品
作品 　 　　ぐるっと　　　工作用紙を使った箱のつくり方 ／ 
作品カード ／ かん賞

しょう

シート ／ ふりかえりシート

形や色、動くしくみづくりなどを

くふうする。

ゆれぼうの動きからおもちゃを

考える。

くり返しの動きのおもしろさを

たのしむ。

学習のめあて

26 27

それぞれの分野の専門家の全面的な協力を得て、誰にでも見やすく、使いやすい教科書と
なっています。

カラーユニバーサルデザインや特別支援教育への対応は
どのようになっていますか ？ Q.

A.
　題材名は「たのしそう ！ 」というだけでは
なく、誰にでも見やすいようにコントラスト
や背景色などにも配慮して作成しています。

　今回の教科書から、作品には図版番号を付しました。
　これにより授業で「○○番の作品を見てごらん」と言え
ば、すぐに該当する図版に注目させることができます。
　日本語が苦手な児童はもちろんのこと、すべての児
童、授業をする先生にも使いやすい工夫です。

　文字は誰にでもわかりやすく、読み
やすいようにデザインされたユニバー
サルデザインフォントを使用していま
す。また、学年に応じて文字の大きさを
変えるなどの工夫をおこなっています。

　当該学年で習う漢字には、
初出の場所だけではなく、すべ
てふりがなをつける総ルビとし
ました。

　すべての文章で、意味のまとまり
ごとに改行位置を工夫することで、
個別に配慮が必要な児童だけではな
く、すべての児童にとって、文章の意
味がとらえやすくなっています。

●特別支援教育に関する校閲 ●インクルージョン＆ダイバーシティ教育に関する校閲

明官茂先生

●カラーユニバーサルデザインに関する校閲
一般財団法人 日本色彩研究所

半澤嘉博先生
（明星大学常勤教授／元 国立特別支援教育総合研究
所 上席総括研究員）

（東京家政大学教授／元 東京都教育庁指導部心身障害教育指導課指導主事）

冨田清髙先生
（元 大阪府堺市立福泉中学校校長／堺市立人権ふれあいセンター）

校閲していただいた先生
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1  ザッパーン ！  にげろ ！ 
［絵の具、お花紙など／高さ16cm］ 
「2本のゆれぼうの動きからサメの頭と
しっぽを思いつき、サメから船が
にげるように調節しました。」

2  野球の練習
［色画用紙、竹ひご、カラーペンなど／高さ19cm］ゆれぼうの

くり返す動き…。
何を表せそうかな。

思い通りの動きになるように、あなの形と大きさを変えたよ。

●動くしくみのつくり方とゆれぼうの取りつけ方

ペンチではりがねを
おさえて、手で曲げる。

箱にはりがねを通す。
箱にあなを開けるか、箱に切りこみを入れた後に、
はりがねを通してビニルテープなどでふさぐ。

箱にゆれぼうを通すあなを開ける。
あなの大きさで動き方が変わる。

ストローの先に切りこみを
入れて、ホチキスなどでとめる。

丸いあな

細長いあな

紙箱やはりがねを使って、
たのしく動くおもちゃをつくってみよう。
動きから想像

ぞう

したり、しくみをくふうしたりしよう。

くるくる回して

3  海をただようクラゲ
［色画用紙、ビニルテープなど／高さ22cm］

4  ブレーメンの音楽隊 
［色画用紙、カラーペンなど／高さ24cm］

表したいものに合わせて

しくみを調整しよう。

タブレットたんまつで見てみよう あわせて学ぼう

こ
う
さ
く

【算数】
箱をつくるときに、
てん開図をかいてみよう。

ふりかえり

ゆれぼうの動きから、
どんなおもちゃを思いついて、
どんなかざりをくふうしたのかな。

かたづけ

余
あま

ったはりがねは、
太さごとにまとめて
かたづける。

参考

ペンチの使い方は
60ページを見よう。

QR
コード
掲載

接
せっ

着ざい工作用紙 紙ねん土はりがね ストロー はさみ ペンチホチキス

はじめに ／ 動くしくみのつくり方 ／ ペンチの使い方 ／ 作品
作品 　 　　ぐるっと　　　工作用紙を使った箱のつくり方 ／ 
作品カード ／ かん賞

しょう

シート ／ ふりかえりシート

形や色、動くしくみづくりなどを

くふうする。

ゆれぼうの動きからおもちゃを

考える。

くり返しの動きのおもしろさを

たのしむ。

学習のめあて

26 27

学習のめあてがはっきりしていて、どの資質・能力を育てるための授業をすればよいのか
わかりやすいので、経験の浅い先生、専門外の先生にこそ使っていただきたい教科書です。

経験の浅い先生や図画工作や美術が専門ではない先生でも
使えますか ？ Q.

A.

　題材に応じて、
つくり方をくわしく
説明しています。

　準備するものがわかりや
すく表示されています。準
備物を保護者に伝えるとき
にもご活用いただけます。

　学習のめあてがわかりやすいので、内容
が明確で、授業が組み立てやすくなってい
ます。児童とめあてを共有することで、主体
的な学習を促すことにもつながります。

　学習のポイントを資質・能力に合った
キャラクターがガイドしてくれますので、
大事なポイントを間違いなく児童に伝え
ることができます。

　「タブレットたんまつで見てみよう」
に設けた「はじめに」動画で、授業の
導入をサポートします。児童の意欲
付けにもご活用いただけます。

　参照ページでは、用具・材料の使い
方を詳しく解説しています。用具の使
い方に不安があっても大丈夫です。
　動画でもサポートしています。

タブレットたんまつで見てみよう

ペンチの使い方 ／ だんボールの加工のしかた ／ 
紙やすりの使い方 ／ ちょうこく刀の使い方

ペンチの使い方

はりがね

①交差させたところを
　ねじる。

②はりがねを引っぱりながら、
　何度かねじってしめる。

③ねじったはしを
　折り曲げておく。

22番（直径0.75mm）

20番（直径0.9mm）

18番（直径1.2mm）

16番（直径1.6mm）

14番（直径2.0mm）

切る。

ペンチにおしつけるようにして、
親指で直角に曲げる。

えん筆や丸いぼうなどに
まきつけて曲げる。

ラジオペンチを使って、
より合わせる。

引っぱり
ながら。

小さなものもはさみやすい。

学びの資
し

料

3

は
4

 （切るところ）

ものをはさむところ

え
4

 （手で持つところ）

●切り方

●はりがねの太さ（実物大）

●はりがねのとめ方

●曲げ方

は
4

の元のほうで切る。

ラジオペンチ

ペンチ

QR
コード
掲載60

　終末には「ふりかえり」で、題材で
培った資質・能力を確認することが
できます。

　「タブレットたんまつで見てみよう」
からQR コードを利用して、ワーク
シートを活用することもできます。

　　　年 　　　組 　　　番

名前 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

あてはまるところにしるしをつけよう。

くふうしたこと、思いついたこと、たのしかったことなど、
感想をかこう。

もうすこし すこしできた できた よくできた

ふりかえり
シート

「くるくる回して」

ゆれぼうの動きから、どんなおもちゃを思いついて、
どんなかざりをくふうしたのかな。

形や色、動くしくみづくりなどをくふうしたかな。

ゆれぼうの動きからおもちゃを考えたかな。

くり返しの動きのおもしろさをたのしんだかな。

25

すべての題材ページに３つの資質・能力を「学習のめあて」として示しています。また、資
質・能力を具体的に発揮している児童の姿を情景写真として掲載し、子どものつぶやきを吹
き出しなどで掲載していますので、参考にしていただくことができます。

評価について悩んでいます。子どもたちの見取りは
どうすればよいでしょうか ？ Q.

A.

必要なコンテンツのみで大丈夫です。学習に必要な内容はすべて紙の教科書に掲載してい
ます。デジタルコンテンツは機能面でサポートするものです。例えば、「はじめに」動画は授業
の導入の際にサポートとしてお使いいただけますが、独自の導入方法が確立している先生は
その方法で授業をしていただいて、もちろん構いません。また、用具の使い方の動画は個別
に児童が確認できるので先生の負担軽減になると思います。
デジタルコンテンツが充実したといっても、実際に体を動かしてかいたりつくったり、造形遊
びをしたりすることが大切であることは変わりません。

デジタルコンテンツがとても充実したようですが、
全部使わないといけないのですか ？ Q.

A.

6cm］
メの頭と
が

ゆれぼうの
くり返す動き…。
何を表せそうかな。

1  ザッパーン ！  にげろ ！ 
［絵の具、お花紙など／高さ16cm］ 
「2本のゆれぼうの動きからサメの頭と
しっぽを思いつき、サメから船が
にげるように調節しました。」

表したいものに合わせて

しくみを調整しよう。

吹き出しや作品に付したコメントでも、児童の思いや工夫を掲載しています。
児童の考えや発想・構想のプロセスを読み取る参考とすることができます。

詳しい
観点別評価規準例を
別途作成中です。
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未来へつながる図画工作
未来のことは、だれにもわからない。だからこそ、わたしたちは夢をえがくことができる。
図画工作で身につけた力を発揮

き

して、さまざまなことにチャレンジしてみよう。

６年間でできるようになったこと、学習してきたことをまとめ、
まわりの人に成長を見てもらおう。

学校の先生や
友だちに

学校行事や
生活の中で

技術・家庭
(技術分野）で

中学校
美術で

将
しょう

来の自分を
想像して

家族や
地域

いき

の人に

６年間をふりかえろう

未来に向かって

中学校生活に向けて 図画工作の学びは中学校では美術や技術・家庭 (技術分野 )につながっていく。
小学校での学習を生かして中学校でも豊かな学習活動に取り組もう。

中学校でも自分なりの課題を
大切に、学習を深めていこう。

夢のストリートバンド わたしの夢は大工です ぼくの夢は電車の車しょう

社会で活やくしている人に話をきいて、図画工作で身につけた力が
どのような場面で使われているのか考えてみよう。

身のまわりにあるものをたくさん見て、
発見をしたことの組み合わせを考えながら
手を動かし、一人一人に効果的なスタイルを
形づくっています。

江
え

戸
ど

切
きり

子
こ

は伝統的なガラス細
ざい

工
く

です。
手の大きさやきき手は、人によって異

こと

なるので、
渦
うず

巻きもようの形をくふうして、
だれの手にも合うように考えています。

病院に来る人や入院中の子どもたちがリラックスでき、
たのしいと感じてもらえるような空間を大切にして
います。

スポーツ選手のセカンドキャリアを
サポートしています。
わかりやすく伝えられるように
チームで協力して取り組んでいます。

中学校生活、さまざまな仕事。いきいきと活動する姿
すがた

の中には、
図画工作で身につけた三つの力が働いているね。
さあ、わたしたちも自分らしく生きていこう。

［横
よこ

浜
はま

市
し

立
りつ

大
だい

学
がく

附
ふ

属
ぞく

病
びょう

院
いん

］

「鶴
つる

」というバンドで音楽活動をしています。
子どものときから、よく絵をかいていて、
今はC

シー

D
ディー

のジャケットやイベントの
イラストなども考えています。

すべてのお客様と直接お話ができなくても、
商品の内容やおいしさを伝えられるように、
絵や文字をくふうして表しています。

石
いし

谷
がや

衣
ころも

さん（スタイリスト）

中
なか

宮
みや

涼
りょう

子
こ

さん（江
え

戸
ど

切
きり

子
こ

職人）

伊
い

藤
とう

秀
しゅう

一
いち

さん（小児
に

科医）

溝
みぞ

上
かみ

若
わか

菜
な

さん（会社員）

神
かん

田
だ

雄
ゆう

一
いち

郎
ろう

さん（ミュージシャン）

鈴
すず

木
き

誠
まこと

さん（スーパーマーケット勤
きん

務）

タブレットたんまつで見てみよう

社会で活やくする人へのインタビュー
マイ美術館をつくろう ／ ６年間をふりかえろう ／ 未来の自分を考えよう

QR
コード
掲載 686766 69

5・6 年下巻　66‐69ページ

これまでの学びをふりかえることで、児童が学んだことを自覚し、次の学びへ生かすことがで
きると考え、幼児期との接続ページ、中学校との接続ページを設けています。

就学前教育からの接続、中学校との接続や
キャリア教育への対応はどのようになっていますか ？ Q.

A.

これまでも かいたり 
つくったりすることを たのしんできたね。
しょうがっこうでは どんなことが できるかな。
ようちえんきょうゆ 山

やま

西
にし

一
かず

正
まさ

ずがこうさくの じかんって
たのしそうだな。わくわくするね。

わくわく
するね

タブレットたんまつで みてみよう

QR
コード
掲載

メッセージ

！

ずがこうさくの みかたや 

かんがえかたを ひろげる ページです。

がくしゅうで つかう 

おもな ざいりょうや 

ようぐを しめしています。

タブレットたんまつなどで Q
キューアール

Rコードを よみとることで、 

そのページに かんけいする じょうほうを みることが できます。

したの U
ユーアールエル

RLからも みることが できます。

タブレットたんまつの 

つかいかたの れいを 

しょうかいしています。

S
エスディージーズ

DGsに かんする とりくみや、

さくひんを しょうかいしています。

https://krdkrk.jp/r6sz14

ずがこうさくを まなぶ みなさんへ

わたしたちと いっしょに、くふうして、かんがえて、
たのしく がくしゅうしようね。

こころさんひらめきさんくふうさん

ずがこうさくの かつどうを とおして 
そだつ みっつの ちからを 
キャラクターで あらわしました。

とくに たいせつな めあてには 
したに せんが ひいてあります。

この きょうかしょで つかわれている マーク

あんぜんに かつどうするために 

きを つけることを 

しめしています。

せんせいの はなしを よく きいて 

かつどうしましょう。

えいぞうを みることが できます。

さんこうさくひんなどを みることが できます。

さくひんを ぐるっと まわして みることが できます。

ワークシートなどを りようすることが できます。

つかいかたなどを 

せつめいしている ページを

しめしています。

かたづけで ちゅういすることを 

しめしています。

ほかの きょうかとの かかわりを 

しめしています。

がくしゅうしたことを 

たしかめることが 

できるように しめしています。

がくしゅうを ふかめる おてつだいをする キャラクターたち

いろがみ はさみ のり

タブレットたんまつで みてみよう さんこう

ふりかえり

かたづけ

あわせて まなぼう

あんぜん

タブレットたんまつで

がくしゅうの めあて
かたちや いろ、ほうほうや 

ざいりょうを しって、

くふうする ちから

こころを ひらいて たのしく 

かつどうし、ともだちと かかわり、

きょうりょくしあう ちから

ためしたり、みつけたりして、

かんがえたり、

おもいついたりする ちから

2 3 4

1・2 年上巻　2-4 ページ

タブレットたんまつで みてみよう

QR
コード
掲載

これまでの ふりかえりを しよう

ねんどを 
さわっているうちに、
タワーを つくることを 
おもいついたよ。

に、
ことを 

いるうちに
つくるこ
いたよ。

さわってい
タワーを 
おもいつ

これまでの ふ りかえ り をしよう

からだごと 
かみに くるまってみると、
とても やわらかかったよ。

だいすき !  わくわくペーパー

ならべて みつけて

ねんどと なかよし

あそぼうよ パクパクさんひかりの くにの なかまたちこすりだしから うまれたよ

さわって まぜて きもちいい

これまで、どきどき、わくわくすることが たくさん あったね。
つぎに チャレンジしたいことを かんがえてみよう。

でこぼこしたところを 
いろいろな いろの クレヨンで 
こすってみたよ。

はこと はこを くみあわせて

すきなもの いろいろあるね

ざいりょうや ようぐを つかって、
どんな くふうが できたかな。

ためしたり 
みつけたり 
したかな。

たのしかったことや 
みんなで したことは 
なにかな。

65

1・2 年上巻　65 ページ

幼稚園の先生が登場して、幼稚園や保育園でこれまでにしてきた活動をふりかえります。図画工作
での学習活動とあわせて示すことで、これから学ぶ図画工作科につながっていることを伝えるペー
ジとして設定しています。

学年ごとにしっかりとふりかえり
をして、次の学年へとつなげる構
成となっています。

6 年生の最後には、6 年間の学習をふりかえるとともに、中学校への接続や図画工作で学んだことを生かして社会で活躍しているさまざまな
職業の人を取り上げた「未来へつながる図画工作」を設けました。

27

デジタル教科書は新しく「みらいスクールプラットフォーム」に環境を移して開発し、学習指導
書に同梱します。わかりやすい学習指導書や拡大教科書も発行します。

学習指導書やデジタル教科書は
どうなっていますか ？ Q.

A.

現行版指導書「教科書解説編」より 現行版指導書「指導解説解説編」より 現行版指導書「用具・材料編」より

学習指導書は、その題材に特化した指導のポイントが掲載されています。また、「用具・材料編」では、用具の使い方などをていねいに示してい
ますので、図画工作・美術がご専門ではない先生にも安心してご指導いただけます。 ★紙面は現行版のものです

デジタル教科書に必要な機能として、拡大・縮小、
書き込み、履歴保存、特別支援機能などを搭載して
おり、直感的にご利用いただけます。
従来よりもページを表示する速度が早くなり、ストレ
スなくご活用いただけるようになりました。
特別支援機能について、音声読み上げ、総ルビ表
示、本文のリフロー表示、白黒反転表示に対応し、
アクセシビリティーにも配慮しています。
指導者用のデジタル教科書は、指導書に同梱されて
いますので、追加料金なしでご利用いただけます。

・

・

・

・

対応OS：Windows、iPadOS、ChromeOS
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学習指導要領の資質・能力＝「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性
等」について、低学年～中学年～高学年に渡って吟味され、内容と育てたい力がバランスよく構成さ
れています。

題材系統表

●ねんどと なかよし
●だいすき ！  わくわくペーパー

●スタンプぺったん
●ならべて みつけて

自然材料や人工材料
など、材料をもとにし
た活動

材料の造形的な操作や
行為をもとにした活動

1・2 年上

造
形
遊
び

●さらさら どろどろ
●しぜんからの おくりもので

●ならべて 見つけて いろいろ色水
●どんどんかわるよ 新聞紙

1・2 年下

●さわって まぜて きもちいい
●ふわっと ぎゅっと おはながみのえ
●すいすい ぐるーり
●くしゃくしゃ だいへんしん

●すきなもの いっぱい
●すきなもの いろいろあるね

材料や用具の操作か
ら表したいものを思
いつく

見たことや経験をも
とに表したいことを
思いつく

鑑
賞

工
作
に
表
す

●えのぐひっぱレインボー
●クレヨン、パスでらんらんランド

●どうぶつさんと いっしょに
●すきなこと なあに

●できたらいいな こんなこと
●いろんな ともだち はなしだす

●おしらせします ！  にっこりニュース

自分の夢や願い、想
像したことをもとに表
したいことを思いつく

人とかかわったり伝え
合ったりすることから表
したいことを思いつく

●えのぐじま
●こんにちは むぎゅたん

●あなで つながる 二つの せかい
●ふたりは なかよし

●こすりだしから うまれたよ版に表す表現 ●たくさん うつそう わたしの 形

●あそぼうよ パクパクさん
●ふわっ ふわっ ゴー

遊ぶものや使うもの
をつくる

●まどのある たてもの
●コップ くるくる チェンジ
●ジャンプ ！  キャッチ ！  紙けん玉

●チョッキンパッで かざろう
●うきうきボックス
●はこと はこを くみあわせて

●つくってへんしん
●ひかりのくにの なかまたち

飾るものをつくる

伝え合うものをつくる

●わくわく カッターナイフ
●ぎゅっとしたい ！  わたしの「お友だち」
●おはながみ かさねて すかして

●まごころメダルを プレゼント

●ようこそ ！  あたらしい1ねんせい総合的な扱いの題材 ●かぶってへんしん

●おしえて みんなの すきなもの
●からだを つかって

身近な材料、自分や友
達の作品を鑑賞する

●たからものの ものがたり
●形や色をみつけて

身近な作家作品など
を鑑賞する

絵
や
立
体
に
表
す

は
立
体
に
表
す
題
材
で
す
。

❶

❷

❶

❷

❸

❹

❺

❶

❷

❸

❹

❷

❶

3・4

●ようこそ ！  アミアミワー　　　
●ふわふわ空気 つんで 　　　

●かげのへんしん

●絵の具と水のハーモニー
●にじんで広がるものが　　　
●けずって つけて わたし　　　

●すきな色ですてきな花を

●未来にタイムスリップ
●ふしぎな乗りもの
●生まれかわった なかま　　　

●このカタチ へんしんす　　　
●みんなでつくろう ねん　　　

●うつして ふえるよ でこ　　　

●つかってたのしいカラフ　　　
●トントンくぎ打ち コンコ　　　
●ためしてあそんでマグ　　　

●はこの中の世界
●のこぎりザクザク つな　　　
●光サンドイッチ

●わくわく ！  スーパーラン　　

●みんなでオン・ステージ ！ 

●えっへん ！  わたしが主人　　

●表し方を考えて
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●わくわくランドで遊ぼう
●みんなでたのしいだんボールランド

●むすんで つないで

3・4 年下

●地球まるごとたからばこ

●この空間がいい感じ

5・6 年上

●いつもの学校が変身

●ゆらめきファンタジーワールド

●いろいろ絵の具研究所
●はる はる はる絵
●お気に入りの形
●直線と曲線から生まれる形

●木々を見つめて

●コロコロ ローラーダンス
●線から生まれたわたしの世界
●ぺたんこねん土でつくってみると
●だんボールでためしてつくって

●季節を感じて
●動きの形をつかまえよう

●墨の達人
●紙が奏でる形と色のハーモニー
●ねん土の板から生み出す形

●わたしのお気に入りの場所

●へんてこ山の物語
●小さくなって遊びにいこう
●どろどろカッチン

●ちかごろむちゅうです

●あったらいい町 どんな町
●ねん土で動きをハイ、ポーズ ！ 

●学校おすすめガイド

●不思議なとびらのむこうには
●わたしの二つの気持ち
●形の中に入ってみると
●白くなったら見える世界

●見て感じて わたしの表現に

●ほった線からはじまるお話 ●重ねて広がる形と色 ●ためして刷って広がる思い

●つないで組んで、すてきな形
●紙パックでパックパク

●進め ！  糸のこたん険隊
●ビー玉大ぼうけん
●くるくる回して

●心も動き出すからくリンク
●わたしはデザイナー 12さいの力で

●紙の箱だいへんしん
●カクカク板を組み合わせたら
●本を開くとお気に入りの場面

●学校もりあげますコット
●飛び出すハッピーカード

●見つけて ！  ワイヤーワールド

●のぞくと広がる ひみつの景色
●動いてクレイアニメーション

●金属と木でチャレンジ
●すかして重ねてわたしの世界

●絵のお話でプレゼント

●ゆめいろランプ ●おもしろかんばん屋さん ●ドリームカンパニー

●自然の色 どんな色 ●わたしの町のひみつ教えます ●墨や筆の技 水墨画の世界へ

●形や色からひらめいて ●動きやリズムを感じて
●作品の世界に入りこんで

●画面の迫力を味わって
●よさを感じて取り入れて

5・6 年下年上

　　　ルド
　　　つなげて

　　  たり
　　  の形

　　 たち

　　 ると
　　 土ランド

　　  ぼこさん

　　 ルねん土
　　  ンビー玉
　　  ネット

　　 いでつけて

　　　  ドセル計画

　　　  公です

育てたい３つの資質・能力のうち、その題材で、特に大切にしたい目標を表しています。
●は「形や色、方法や材料を知って工夫する力」
●は「ためしたり、見つけたりして、考えたり、思いついたりする力」
●は「心を開いて楽しく活動し、友達とかかわり、協力し合う力」
また、●は「小さな美術館」を表しています。くふうさん ひらめきさん こころさん

= ● = ●= ●
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題材配列の考え方は、各学年で発達段階に応じて、実践に適切な季節及び行事、内容（造形遊び、絵、
立体、彫刻、工作、鑑賞）や学習指導要領で扱われる用具・材料によって、カリキュラム順に配列され
ています。題材と題材のつながりを意識した年間指導計画で一年間の学びをマネジメントします。

年間指導計画（例）とカリキュラム・マネジメント

●すきなもの いっぱい

●おしえて みんなの すきなもの

●ねんどと なかよし

●すきなもの いろいろあるね

●ならべて みつけて

●チョッキン パッでかざろう

●さわって まぜて きもちいい

●からだを つかって

●ひかりの くにの なかまたち

●すいすい ぐるーり

●スタンプぺったん

●あそぼうよ パクパクさん

●こすりだしから うまれたよ

●うきうきボックス

●いろんな ともだち はなしだす

●だいすき ！  わくわくペーパー

●ふわっと ぎゅっと おはながみの え

●おしらせします ！  にっこりニュース

●くしゃくしゃ だいへんしん

●ふわっ ふわっ ゴー

●つくって へんしん

題材名

2

2

2

2

2

4

2

ー

4

2

2

2

2

4

2

2

4

4

4

2

4

時数

［絵］

［鑑］

［遊］

［立］

［遊］

［工］

［絵］

［資］

［工］

［絵］

［遊］

［工］

［絵］

［工］

［立］

［遊］

［絵］

［絵］

［立］

［工］

［工］

●できたらいいな こんなこと

●はこと はこを くみあわせて

●ようこそ あたらしい 1ねんせい

4

4

6

［絵］

［工］

［工］

内容二学
期制

前
期

34
時
間

後
期

34
時
間

三学
期制

一
学
期

22
時
間

三
学
期

18
時
間

二
学
期

28
時
間

1・2 年上巻 1・2 年下巻

表現と鑑賞を
一体的に扱い
ます。

学習の内容が
次の題材で生
かされます。

材料を次の題材
でも利用するこ
とができます。

材料を次の題材
でも利用するこ
とができます。

表現と鑑賞を
一体的に扱い
ます。

●すきなこと なあに

●こんにちは むぎゅたん

●クレヨン、パスでらんらんランド

●さらさら どろどろ

●おはながみ かさねて すかして

●つんで ならべて びっくりしタワー

●ならべて みつけて いろいろ色水

●ふたりは なかよし

●どうぶつさんと いっしょに

●ジャンプ ！  キャッチ ！  紙けん玉

●えのぐじま

●どんどん かわるよ 新聞紙

●ぎゅっとしたい ！  わたしの「お友だち」

●えのぐひっぱレインボー

●コップ くるくるチェンジ

●たからものの ものがたり

●しぜんからの おくりもの

●形や色をみつけて

●わくわく カッターナイフ

●まどのある たてもの

●あなで つながる 二つの せかい

題材名

2

2

4

2

4

2

2

2

4

4

2

2

4

4

2

2

2

ー

2

4

4

時数

［絵］

［立］

［絵］

［遊］

［工］

［立］

［遊］

［立］

［絵］

［工］

［絵］

［遊］

［工］

［絵］

［工］

［鑑］

［遊］

［資］

［工］

［工］

［絵］

●たくさん うつそうわたしの 形

●まごころメダルを プレゼント

4

4

［絵］

［工］

●かぶって へんしん6 ［工］

内容二学
期制

前
期

36
時
間

後
期

34
時
間

三学
期制

一
学
期

24
時
間

二
学
期

28
時
間

三
学
期

18
時
間

学習の内容が
次の題材で生
かされます。

学習の内容が
次の題材で生
かされます。

材料を次の題材
でも利用するこ
とができます。

第１学年の授業時数

絵や立体に表す活動に配当する時間数

工作に表す活動に配当する時間数

その他の活動（造形遊び、鑑賞）に配当する時間数

68

28

30

10

第２学年の授業時数

絵や立体に表す活動に配当する時間数

工作に表す活動に配当する時間数

その他の活動（造形遊び、鑑賞）に配当する時間数

70

30

30

10

31

育てたい三つの資質・能力のうち、その題材で、特に大切にしたい目標を表しています。
●は「形や色、方法や材料を知って工夫する力」
●は「ためしたり、見つけたりして、考えたり、思いついたりする力」
●は「心を開いて楽しく活動し、友達とかかわり、協力し合う力」
また、●は「小さな美術館」を、［資］は資料ページを表しています。くふうさん ひらめきさん こころさん

= ● = ●= ●

3・4 年上巻 3・4 年下巻

●絵の具と水のハーモニー

●ふわふわ空気 つんでつなげて

●生まれかわった なかまたち

●カラフルねん土でマイグッズ

●かげのへんしん

●光サンドイッチ

●はこの中の世界

●けずってつけて わたしたちの形

●すきな色で すてきな花を

●表し方を考えて

●にじんで広がるものがたり

●ようこそ ！  アミアミワールド

●このカタチ へんしんすると

●みんなでつくろう ねんどランド

●ためしてあそんでマグネット

●未来にタイムスリップ

●ふしぎな乗りもの

●トントンくぎ打ち コンコンビー玉

●えっへん ！  わたしが主人公です

●のこぎりザクザク つないでつけて

●うつしてふえるよ でこぼこさん

題材名

2

2

4

4

2

4

2

2

ー

4

2

2

2

4

4

4

2

4

4

時数

［絵］

［遊］

［立］

［工］

［遊］

［工］

［工］

［立］

［絵］

［資］

［絵］

［遊］

［絵］

［立］

［工］

［絵］

［絵］

［工］

［鑑］

［工］

［絵］

●わくわく ！  スーパーランドセル

●みんなでオン・ステージ ！
6

［工］

［工］

内容二学
期制

前
期

30
時
間

後
期

30
時
間

三学
期制

一
学
期

20
時
間

二
学
期

24
時
間

三
学
期

16
時
間

学習の内容が
次の題材で生
かされます。

材料を次の題材
でも利用するこ
とができます。

表現と鑑賞を
一体的に扱い
ます。

第３学年の授業時数

絵や立体に表す活動に配当する時間数

工作に表す活動に配当する時間数

その他の活動（造形遊び、鑑賞）に配当する時間数

60

26

26

8

第4学年の授業時数

絵や立体に表す活動に配当する時間数

工作に表す活動に配当する時間数

その他の活動（造形遊び、鑑賞）に配当する時間数

60

26

26

8

■=どちらかの題材を選択する扱いです

●いろいろ絵の具研究所

●形や色からひらめいて

●はる はる はる絵

●紙パックでパックパク

●むすんで つないで

●木々を見つめて

●自然の色 どんな色

●つないで組んで すてきな形

●お気に入りの形

●ちかごろむちゅうです

●小さくなって遊びにいこう

●どろどろカッチン

●直線と曲線から生まれる形

●わくわくランドで遊ぼう

●学校もりあげますコット

●本を開くとお気に入りの場面

●飛び出すハッピーカード

●ほった線からはじまるお話

●紙の箱だいへんしん

●へんてこ山の物語

●カクカク板を組み合わせたら

題材名

4

2

ー

2

4

2

4

4

2

4

2

2

4

2

4

4

2

4

4

時数

［絵］

［資］

［絵］

［工］

［遊］

［絵］

［鑑］

［工］

［立］

［絵］

［絵］

［立］

［立］

［遊］

［工］

［工］

［工］

［絵］

［工］

［絵］

［工］

●みんなでたのしい だんボールランド

●ゆめいろランプ 

4

［遊］

［工］

内容二学
期制

前
期

30
時
間

後
期

30
時
間

三学
期制

一
学
期

20
時
間

二
学
期

24
時
間

三
学
期

16
時
間

学習の内容が
次の題材で生
かされます。

材料を次の題材
でも利用するこ
とができます。

表現と鑑賞を
一体的に扱い
ます。

表現と鑑賞
を一体的に
扱います。

■=どちらかの題材を選択する扱いです
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5・6 年上巻

●季節を感じて

●のぞくと広がる ひみつの景色

●ビー玉大ぼうけん

●線から生まれた わたしの世界

●動きの形をつかまえよう

●ねん土で動きをハイ、ポーズ ！

●ぺたんこねんどで つくってみると

●だんボールでためしてつくって

●見つけてワイヤーワールド

●くるくる 回して

●コロコロ ローラーダンス

●重ねて広がる形と色

●進め ！ 糸のこたん検隊

●地球まるごと たからばこ

●この空間がいい感じ

●動きやリズムを感じて

●学校おすすめガイド

●あったらいい町どんな町

●わたしの町のひみつ教えます

●作品の世界に入りこんで

●動いてクレイアニメーション

題材名

4

4

2

2

6

4

2

6

6

ー

2

2

ー

時数

［絵］

［工］

［工］

［絵］

［絵］

［立］

［立］

［立］

［工］

［工］

［絵］

［絵］

［工］

［遊］

［遊］

［資］

［絵］

［絵］

［鑑］

［資］

●おもしろかんばん屋さん

4

6
［工］

［工］

内容二学
期制

前
期

24
時
間

後
期

26
時
間

三学
期制

一
学
期

16
時
間

二
学
期

20
時
間

三
学
期

14
時
間

学習の内容が
次の題材で生
かされます。

材料を次の題材
でも利用するこ
とができます。

表現と鑑賞を
一体的に扱い
ます。

表現と鑑賞を
一体的に扱い
ます。

第５学年の授業時数

絵や立体に表す活動に配当する時間数

工作に表す活動に配当する時間数

その他の活動（造形遊び、鑑賞）に配当する時間数

50

22

22

6

■=どちらかの題材を選択する扱いです

5・6 年下巻

第6学年の授業時数

絵や立体に表す活動に配当する時間数

工作に表す活動に配当する時間数

その他の活動（造形遊び、鑑賞）に配当する時間数

50

22

22

6

●形と色で奏でるハーモニー

●［絵］のお話でプレゼント

●いつもの学校が変身

●ゆらめき ファンタジーワールド

●すかして重ねて わたしの光

●心も動き出すからくリンク

●不思議なとびらのむこうには

●わたしのお気に入りの場所

小さな美術館・画面のはく力を味わって

●わたしの二つの気持ち

●見て感じて わたしの表現に

小さな美術館・よさを感じて取り入れて

●形の中に入ってみると

●ねん土の板から生みだす形

●墨の達人

●墨や筆の技 水墨画の世界の中へ

●金属と木でチャレンジ

●ためして刷って広がる思い

●白くなったら見える世界

●わたしはデザイナー12才の力で

●ドリームカンパニー

題材名

2

8

4

2

4

2

ー

2

ー

2

6

4

6

時数

［絵］

［工］

［遊］

［遊］

［工］

［工］

［絵］

［絵］

［資］

［絵］

［絵］

［資］

［立］

［立］

［絵］

［鑑］

［工］

［絵］

［立］

［工］

［工］

4

内容

学習の内容が
次の題材で生
かされます。

■=どちらかの題材を選択する扱いです

4
表現と鑑賞を
一体的に扱い
ます。

表現と鑑賞を
一体的に扱い
ます。

表現と鑑賞を
一体的に扱い
ます。

二学
期制

前
期

24
時
間

後
期

26
時
間

三学
期制

一
学
期

16
時
間

二
学
期

20
時
間

三
学
期

14
時
間
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題材ページ数、図版数

（１）造形遊びをする活動

❶分野別題材数

合計５・６年下５・６年上３・４年下３・４年上１・２年下1・2年上

（２）絵に表す活動

（３）立体に表す活動

（４）工作に表す活動

（５）鑑賞をする活動

（６）造形的な見方や考え方、用具や材料の扱い

（７）図画工作を学ぶみなさんへ（オリエンテーション）

4

7

4

7

4

1

1

4

7

3

8

4

1

1

3

7

3

8

6

1

1

3

7

3

8

6

1

1

2

7

3

7

8

1

1

2

7

3

6

9

1

1

18

42

19

44

37

6

6

総題材数 172292929292828

（１）造形遊びをする活動

❷分野別ページ数

合計５・６年下５・６年上３・４年下３・４年上１・２年下1・2年上

（２）絵に表す活動

（３）立体に表す活動

（４）工作に表す活動

（５）鑑賞をする活動

（６）造形的な見方や考え方、用具や材料の扱い

（７）図画工作を学ぶみなさんへ（オリエンテーション）

8

14

8

14

10

8

4

8

14

6

16

10

8

4

6

14

6

16

12

8

4

6

14

6

16

12

8

4

4

14

6

14

16

8

4

4

14

6

14

20

8

4

36

84

38

90

80

48

24

総題材数 400706666666666

※上記の表「❶分野別題材数」「❷分野別ページ数」の（５）には、表紙、導入ページ（p.2･3）、「小さな美術館」、「みんなのギャラリー」（p.56･57）、「つながる造形」（3・4年上、
3・4年下p.54･55、5・6年上、5・6年下p.52-55）、「未来へつながる図画工作」（5・6年下p.66～69）を含める。

（１）児童作品数

❶作品数

合計５・６年下５・６年上３・４年下３・４年上１・２年下1・2年上

（２）作家作品数

外国人作家

日本人作家

紙面に掲載している作品数

QRコードから見られる作品数

（３）その他の作品数（民芸品や建築物など）

（４）製作過程や表現技法、材料などの写真

（５）製作過程や表現技法、材料などの図解

98

37

2

0

4

256

180

102

50

3

0

5

285

160

123

42

5

4

7

241

186

96

47

7

5

1

229

224

102

47

3

8

6

223

181

120

50

14

6

17

207

196

641

273

34

23

40

1441

1097

※QRコードから見られる作品数には、動画や「ぐるっと」で見られる作品数を含める。
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教科書検討から見た観点別・編集の特色

幅広い知識と教養
を身に付け、真理を
求める態度を養い、
豊かな情操と道徳
心を培うとともに、
健やかな身体を養う
ことができるように
配慮されているか
（第１号）

検討の観点

造形性を追求して試行錯誤し、美しい造形に触れる表現と鑑賞の学習
全体を通して、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うと
ともに、健やかな身体を養うことができるようになっている。また、巻末
の「学びの資料」と連携して、幅広い生きた知識と教養を身につけること
につながるように編修されている。

内容の特色 該当ページ（代表的なもの）

正義と責任、男女の
平等、自他の敬愛と
協力を重んずるとと
もに、公共の精神に
基づき、主体的に社
会の形成に参画し、
その発展に寄与す
る態度を養うことに
配慮されているか
（第３号）

友達と協力して表現する活動では、形、色、言葉などを通して互いのよ
さを感じ合える題材となっている。互いの心を通わせる活動を通して相
手への思いやりの心をふくらませ、社会の形成に主体的に参画していく
ことにつながる構成となっている。

伝統と文化を尊重
し、それらをはぐくん
できた我が国と郷土
を愛するとともに、
他国を尊重し、国際
社会の平和と発展
に寄与する態度を
養うことに配慮され
ているか（第５号）

造形活動や造形作品を通して我が国の文化や郷土のよさ、外国の文化
などを伝えられるように構成されている。また、諸外国の児童の作品を
適宜、取り上げて紹介するとともに、日本の各地域の特性を生かした造
形活動や造形作品、世界の美術作品が掲載され、我が国の文化や郷土
のよさなどを伝えるよう構成されている。

個人の価値を尊重
して、その能力を伸
ばし、創造性を培
い、自主及び自律の
精神を養うととも
に、職業及び生活と
の関連を重視し、勤
労を重んずる態度
を養うことに配慮さ
れているか（第２号）

教科書の巻頭には、職業及び生活との関連を重視して多様な人々が造
形にかかわっている姿が取り上げられ、創造性を培うことの大切さを伝
えている。また、中学校生活や将来の職業との関連を重視したページを
設け、勤労を重んじる態度や、主体的に社会の形成に参画する態度を養
うことにつながる構成となっている。

生命を尊び、自然を
大切にし、環境の保
全に寄与する態度
を養うことに配慮さ
れているか（第４号）

自然が豊かな場所で造形活動を行ったり、自然の事物をモチーフとした
表現活動を行ったりすることで身近な自然のよさを感じ取ることができ
るようになっている。また、 SDGsに関する事例も多く掲載され、生命を
尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うことにもつな
がるようになっている。

１．教育基本法（第二条）との関連

各学年
５・６㊦

p.２～3
ｐ.66～69

各学年 p.58～65

１・２㊤　
１・２㊦　
3・4㊤　
3・4㊦　
５・６㊤　
５・６㊦　

p.10～１１／p.54～55
p.22～23／p.54～55
p.34～35／p.５２～53
p.１６～１７／p.５２～53
p.12～13／p.４８～４９
p.10～11／p.48～51

各学年　
１・２㊦　
3・4㊤　
3・4㊦　
５・６㊦　

p.５６～５７
p.１８～１９
p.５２～53
p.２２～23
p.３８～３９

１・２㊦

3・4㊤
3・4㊦
５・６㊤

p.14～１５／p.24～25／
p.40～４３
p.24～25
p.18～21
p.３４～3５
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教科の目標との関
連が図られているか

検討の観点

学習指導要領における図画工作科の「目標」である「表現及び鑑賞の活
動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の形や色
などと豊かに関わる資質や能力を育成する」ことを達成するために、以
下の資質や能力に関わる三つの目標、
（1）「知識及び技能」に関する目標
（2）「思考力、判断力、表現力等」に関する目標
（3）「学びに向かう力、人間性等」に関する目標
を基盤に置いて編修されている。
各題材では、三つの目標のうち、一つを中心的な目標として強調して示
し、主な目標に対応したキャラクターが児童の学習を深める支援を行う
ように全編を通して編集されている。

内容の特色 該当ページ（代表的なもの）

全般
●知識及び技能＝造形的な見
方や考え方、創造的な技能に
関する事項 （形や色、方法や
材料を知って、工夫する力）
●思考力、判断力、表現力等
＝発想や構想、鑑賞に関する
事項 （ためしたり、見つけた
りして、考えたり、思いついた
りする力）
●学びに向かう力、人間性等
＝主体的に学習する態度に関
する事項 （心を開いてたのし
く活動し、友だちとかかわり、
協力し合う力）

児童が発想や構想
を広げられるように
工夫されているか

発想・構想を広げることが中心的な課題となっている題材においては紙
面で、発想・構想を促すような投げかけがされている。また、QRコード
から「アイデアシート」をコンテンツとして利用できるようになっている。
特に「ひらめきショートチャレンジ」では、短時間で発想の方法を知り、気
軽に実験的にたのしみながらかくことで造形的な発想の方法（見方や考
え方）を学ぶことができるようになっている。

題材名や説明文は興
味・関心が喚起され
るように、わかりやす
く工夫されているか

各題材が2ページ見開きで構成され、すべての題材が、右上から「用具・
材料」「学習のめあて」「題材名」「活動を促すリード文」で構成されてい
る。下段には「タブレットたんまつで」「かたづけ」「ふりかえり」「あわせて
学ぼう」で構成されているので、学習の流れがわかりやすい。

全般

見通しをもって主体
的に学習できるよう
に工夫されているか

目次ページにその学年の題材一覧が写真とともに掲載され、各題材の
授業目標と内容の全体構成が視覚的に俯瞰でき、学習の見通しが立て
やすいように構成されている。また、学年の各学年の最終ページ（５・６
下は６５ページ）には、一年間のふりかえりをするページが設けられてお
り、主体的に学習できるように工夫されている。

児童が各題材に必
要な知識や技能、形
や色などの造形的
な特徴や材料・用具
の扱いを理解できる
ようになっているか

各題材で必要はつくり方や技能・知識は写真やイラストで明示されてい
る。つくり方や用具の使い方は巻末にまとめられ、各題材のページには、
このページへのリンクが明示されているため、児童も教師も確認しやす
い。

児童が造形的な見
方や感じ方を広げ、
よさや美しさ、表し
方などについて感じ
られる作品が掲載さ
れているか

授業から生まれた児童作品だけではなく、我が国や諸外国の多様な作品
が掲載されている。また、各学年で鑑賞作品と児童の活動が関連して扱
われ、継続して造形的なよさや美しさを見つけられる構成になっている。

２．学習指導要領との関連

学
しゅう

習のめあて学
しゅう

習のめあて
材料の形や組み合わせから

かげの
あらわ

表し方をくふうする。

かげの形から、
あらわ

表したいことを見つける。

学習のめあて

形や色、方法や材料を知って、

くふうする力

心を開いてたのしく活動し、

友だちとかかわり、協力し合う力

ためしたり、見つけたりして、

考えたり、思いついたりする力

各学年 p.4～7／p.6５

各学年　
１・２㊤
１・２㊦
3・4㊤
５・６㊤
５・６㊦

p.64
p.50～５１
p.４８～４９
p.４０～４１
p.２２～２３
p.２０～２１

１・２㊤　
１・２㊦　
3・4㊤　
3・4㊦　
５・６㊤　
５・６㊦　

p.８～１１／p.2０～23
p.４０～４３
p.２４～２７
p.１８～２１
p.３６～３９／p.４２～４５
p.２２～２５／p.２８～３１

各学年　
１・２㊦
3・4㊦ 
５・６㊦

p.58～65
p.４４～４５
p.３２～３３
p.18～19
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内容や配列や学年
の順序性は適切で
あるか

検討の観点

身近な材料を使った題材から始まり、段階的に発想や構想を広げていけ
るよう系統的に題材配列が工夫されている。また、表現と鑑賞を一体的
に扱ったり、一つの題材での学習が次の題材につながったりするように
題材と題材のつながりが工夫されている。

内容の特色 該当ページ（代表的なもの）

学習の目標（めあ
て）と内容及び育て
たい力との関連は
明確であるか

図画工作科で大切にしたいことや育てたい力が「学習のめあて」として
明示され、児童の自己評価「ふりかえり」と併せて、学習の目標と内容及
び育てたい力との関連が明確になっており、資質・能力の定着が図ら
れる構成となっている。

全般

掲載されている作
家作品が児童に身
近なものになってい
るか

作家作品だけではなく、身近な自然の造形や工芸品、建造物なども扱
い、児童が親しみを感じられるように構成されている。作家作品は児童
の活動とのつながりが感じられる作品が厳選されている。

基礎的・基本的事
項の扱いは適切で
あるか

形や色などの造形要素、表現技法や材料、用具の知識が巻末に「学びの
資料」として系統的にまとめられており、確実に習得できる構成となって
いる。また、タブレット端末に対応したQRコードから用具の使い方など
は動画で視聴することができるようになっている。

全般

児童の関心を高め、
授業の導入がしや
すいようになってい
るか

各題材は、楽しい題材名、わかりやすいリード文で学習への意欲を喚起
するように構成されている。ＱＲコードから見られるデジタルコンテンツ
「はじめに」動画では、キャラクターが登場してこれから始まる学習の内
容や重点課題をわかりやすく説明し、経験の浅い教師にも授業の導入が
わかりやすいようになっている。

全般

言語活動が充実す
るような工夫がなさ
れているか

コミュニケーションや言語活動を重視した題材、共同で行うことを意図し
た題材が多く設定され、適宜話し合いの観点を提示することで、コミュニ
ケーション能力を高めていけるように配慮されている。

児童の主体的・対
話的な学習への工
夫がなされている
か

学習指導要領における児童に育成したい資質や能力を学習の中心的な
三つの目標として、児童にわかりやすく整理され、それらを象徴する楽し
いキャラクターがアドバイスをすることで、主体的・対話的で深い学び
へ児童を導くようになっている。また、題材ページには児童の活動の場
面を大きく掲載することでメリハリのある楽しい紙面となっている。

全般

３．学習指導上の効果や編成

１・２㊤　
１・２㊦　
3・4㊤　
3・4㊦　
５・６㊤　
５・６㊦　

p.12～１５／３８～４１
p.３０～３３／４４～４７
p.１６～１９／ｐ.24～２７
p.８～１３／p.16～２１
p.１６～１９／p.30～３３
p.１４～１７／p.36～39

１・２㊤　
１・２㊦　
3・4㊤　
3・4㊦　
５・６㊤　
５・６㊦　

p.２２～２３
p.２～３／p.42～４３
p.２６～２７
p.２～３／p.１０～１１
p.２～３／p.４６～４７
p.２～３／p.２４～２５

１・２㊤　
１・２㊦　
3・4㊤　
3・4㊦　
５・６㊤　
５・６㊦　

p.１０～１１／p.16～１７
p.２２～２３／p.48～４９
p.３２～３３／p.42～４３
p.３８～３９／p.40～４１
p.１２～１３／p.50～５１
p.１０～１１／p.48～５１

各学年 p.58～６５
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文字の書体や大き
さは、児童の発達段
階を考慮したものに
なっているか

題材名・主文・作品の解説・児童のつぶやきなどの文字は、読み取りや
すいユニバーサルデザインフォントがすべての場面で使用されている。
文字の大きさは、児童の発達段階に即して、低学年と中・高学年のくくり
の中で差をつけている。

全般

発展的に学習する
内容の工夫がなさ
れているか

造形遊びで表現したものを使って新たな活動に発展させたり、絵画や工
作題材でつくった作品を使って発表会を開いたりするなど、製作した作
品が新たな活動を促す契機となるように題材配列が工夫されている。

文章表現は適切で
あるか。表現の工夫
は、なされているか

題材名は、児童の心に響き、内容が豊かにイメージされるようにデザイ
ンが工夫されている。リード文は児童の心に語りかけ、題材内容をイ
メージさせて意欲的に課題をつかみ取れるようになっている。作品のコ
メントは、作品製作や活動にあたっての材料や技法についての工夫が取
り上げられ、作者の意図がわかるように工夫されている。

全般

現代的な話題や課
題などを取り上げ
て、児童が関心を
もって学習に取り組
めるような工夫がな
されているか

2021年の東京オリンピック・パラリンピック（TOKYO2020）の開会式
の演出や人気のアニメーション作品などが取り上げられ、児童が図画工
作の学習で培った力が身近な社会につながっていることを示している。

ＱＲコードやＵＲＬの
記載によって、学習
に効果的なコンテン
ツの提供がなされて
いるか

各題材にはＱＲコードを掲載し、インターネットを通して、用具の安全な
使い方やつくり方などの動画、教科書に掲載した作品以外の参考作品
例を見ることができるようになっていたり、「鑑賞」や「発想・構想」「ふり
かえり」などに使えるワークシートを利用できるようになっていたりなど
最大限に授業と連動して活用できるコンテンツが充実している。また、
立体的な作品には、「ぐるっと」マークが付されているものがあり、３６０度
回転させて見られるので、児童の立体感覚を養うことに適している。授
業の導入では、QRコードから「はじめに」動画で、題材の内容やめあてを
紹介し、児童が興味をもって学習活動に取り組めるようになっている。

全般

タブレット端末の活
用について配慮さ
れているか

各題材に、「タブレットたんまつで見てみよう」として、さまざまなコンテン
ツが利用できるようになっている。題材での使用については写真入りで
活用場面を掲載するとともに、各学年に「タブレットたんまつを使おう」の
ページを設け、発達段階に応じて、「集める」「調べる」「表す」「見る」「保
存する」の活用例を示している。また、各学年に設けられた「タブレット端
末で」の囲みでは、絵画題材をタブレット端末に置き換えた作例が動画と
ともに示されていて、非常に手厚い扱いとなっている。

１・２㊤　
１・２㊦　
3・4㊤　
3・4㊦　
５・６㊤　
５・６㊦　

p.３４～３５
p.１８～１９／p.３２～３３
p.２２～２３
p.２２～２３／p.３８～３９
p.１８～１９／p.２４～２５
p.４０～４１／p.４４～４５

3・4㊤　
５・６㊤　
５・６㊦　

p.２～３
p.２～３
p.６３

１・２㊤　
１・２㊦　
3・4㊤　
3・4㊦　
５・６㊦　

p.１６～１９／p.38～４１
p.３０～３３／p.４４～５１
p.１０～１３
p.８～１３
p.１４～１７

各学年
１・２㊤　
１・２㊦　
3・4㊤　
3・4㊦　
５・６㊤　
５・６㊦　

p.６３
p.８～９
p.８～９／p.36～３７
p.２４～２５／p.34～３５
p.２８～２９／p.４６～４７
p.１４～１９／ｐ.48～４９
p.８～９／p.32～３３
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就学前教育や中学
校との接続への配
慮がされているか

検討の観点

１・2年上巻の最初のページでは、幼稚園教諭が登場して、児童に幼稚
園や保育園での活動を思い起こさせながら、これから始まる図画工作の
学習に希望を抱かせる構成となっている。身体性を伴う造形活動や、身
近な自然や友達とのかかわりを大切にする題材が多く設定され、幼稚
園・保育園での体験をもとに活動が展開できるように工夫されている。
また、中学校「美術」への接続では、最終ページに折込で「未来へつなが
る図画工作」が設定され、中学校生活に向けて、小学校図画工作の学び
が生かされていることが示されている。

内容の特色 該当ページ（代表的なもの）

社会に開かれた教
育課程や地域性へ
の配慮がなされて
いるか

地域に密着した行事や伝統工芸などと組み合わせた取り組みを紹介す
ることにより、児童が自分たちの住む地域に目を向け、身近な地域の中
から児童や学校の実態に応じて活動できるように配慮されている。ま
た、学習指導要領の「各学年の『Ｂ鑑賞』の題材については、「美術館や博
物館等と連携を図ったり、それらの施設や文化財などを積極的に活用し
たりするようにすること。」をふまえ、各地の美術館などでの取り組みや
文化財などを扱っている。

環境や共生、SDGｓ
への配慮がなされ
ているか

児童がさまざまな活動体験や材料体験を深め、自然を大切にし、環境の
保全に寄与するような題材が設定されている。適宜設けられたコラムで
は　  マークとともに、題材に関わるＳＤＧｓの取り組みや作品を紹介さ
れている。また、「外国の友達の作品」として、各学年で海外の児童作品
を掲載していたり、「つながる造形」では国際交流や福祉に関わる内容を
取り上げていたりするなど、多文化共生に配慮した構成となっている。

他教科との連携に
ついての配慮がな
されているか

各題材の紙面下段右に「あわせて学ぼう」として教科名とともに、具体的
な活動を想起させる文章を示し、教科横断的な学習への手立てとなるよ
うに構成されている。また、「みんなのギャラリー」（全学年）や「つながる
造形」（中高学年）では、社会科など他教科との関連を図りつつ、各地の
伝統文化や国際理解の一端を紹介している。

全般

安全・防災教育へ
の配慮がなされて
いるか

安全や防災につながる後片づけについて、配慮すべき点を「かたづけ」
として、各題材において示している。また、特に安全指導について留意
すべきことは、安全マークとともに、写真やイラストを用いて具体的に例
示している。各学年の巻末８ページに「学びの資料」を設定し、用具や材
料の基本的な扱い方をイラストや写真で示し。安全な使い方ができるよ
うに配慮されている。

日本の伝統的な文
化についての配慮
がなされているか

各学年に「みんなのギャラリー」を設定し、日本各地の伝統と文化に触
れ、そのよさを十分に味わうように構成されている。また、地域の暮らし
の中の造形作品を取り上げている。また、「小さな美術館」では、身近な
作品から学年が上がることに日本の伝統的な作品を取り上げて鑑賞で
きるようになっている。

４．配慮事項

１・２㊤　
１・２㊦　
3・4㊤　
3・4㊦　
５・６㊤　
５・６㊦　

p.４８～４９／p.50～５１
p.１４～１５／p.54～５５
p.１２～１３／p.18～１９
p.２２～２３／p.50～５１
p.４４～４５／p.54～５５
p.１６～１７／p.54～５５

各学年
１・２㊤　
１・２㊦　
3・4㊤　
3・4㊦　
５・６㊤　
５・６㊦　

p.５８～６５
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　開隆堂の図画工作教科書は「一人一人の児童の心を開き、

自発的に課題をつかみ、児童自らが創造活動を楽しむような

心を育てる教科書」を目指して編集しています。

　かいたりつくったりする楽しい活動を通して、豊かな心と

確かな学力を育てます。

図画工作がすきになる工夫がいっぱいです。
友達とかかわり、わかりやすい教科書
で楽しく学ぶことが主体的・対話
的で深い学習につながり

ます。

楽しく
学ぶ

図画工作の学びと地域や社会をつなぐ
活動やカリキュラムのヒントを多く掲
載し、社会に開かれた教育課程を

実現します。

学びを
生かす、つなげる

図画工作は楽しいだけではありません。
身につけるべき資質・能力に合わせた
題材の見せ方や教科書全体の
構成で確実に学力が身に

つきます。

しっかり
身につける

POINT:❶

POINT:❸POINT:❷

資質・能力を育む
図画工作教科書 つのポイント3

　　　　　　　　　　　　 すべては子ど
もたちの笑

顔のために
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就学前教育や中学
校との接続への配
慮がされているか

検討の観点

１・2年上巻の最初のページでは、幼稚園教諭が登場して、児童に幼稚
園や保育園での活動を思い起こさせながら、これから始まる図画工作の
学習に希望を抱かせる構成となっている。身体性を伴う造形活動や、身
近な自然や友達とのかかわりを大切にする題材が多く設定され、幼稚
園・保育園での体験をもとに活動が展開できるように工夫されている。
また、中学校「美術」への接続では、最終ページに折込で「未来へつなが
る図画工作」が設定され、中学校生活に向けて、小学校図画工作の学び
が生かされていることが示されている。

内容の特色 該当ページ（代表的なもの）

社会に開かれた教
育課程や地域性へ
の配慮がなされて
いるか

地域に密着した行事や伝統工芸などと組み合わせた取り組みを紹介す
ることにより、児童が自分たちの住む地域に目を向け、身近な地域の中
から児童や学校の実態に応じて活動できるように配慮されている。ま
た、学習指導要領の「各学年の『Ｂ鑑賞』の題材については、「美術館や博
物館等と連携を図ったり、それらの施設や文化財などを積極的に活用し
たりするようにすること。」をふまえ、各地の美術館などでの取り組みや
文化財などを扱っている。

環境や共生、SDGｓ
への配慮がなされ
ているか

児童がさまざまな活動体験や材料体験を深め、自然を大切にし、環境の
保全に寄与するような題材が設定されている。適宜設けられたコラムで
は　  マークとともに、題材に関わるＳＤＧｓの取り組みや作品を紹介さ
れている。また、「外国の友達の作品」として、各学年で海外の児童作品
を掲載していたり、「つながる造形」では国際交流や福祉に関わる内容を
取り上げていたりするなど、多文化共生に配慮した構成となっている。

他教科との連携に
ついての配慮がな
されているか

各題材の紙面下段右に「あわせて学ぼう」として教科名とともに、具体的
な活動を想起させる文章を示し、教科横断的な学習への手立てとなるよ
うに構成されている。また、「みんなのギャラリー」（全学年）や「つながる
造形」（中高学年）では、社会科など他教科との関連を図りつつ、各地の
伝統文化や国際理解の一端を紹介している。

全般

安全・防災教育へ
の配慮がなされて
いるか

安全や防災につながる後片づけについて、配慮すべき点を「かたづけ」
として、各題材において示している。また、特に安全指導について留意
すべきことは、安全マークとともに、写真やイラストを用いて具体的に例
示している。各学年の巻末８ページに「学びの資料」を設定し、用具や材
料の基本的な扱い方をイラストや写真で示し。安全な使い方ができるよ
うに配慮されている。

日本の伝統的な文
化についての配慮
がなされているか

各学年に「みんなのギャラリー」を設定し、日本各地の伝統と文化に触
れ、そのよさを十分に味わうように構成されている。また、地域の暮らし
の中の造形作品を取り上げている。また、「小さな美術館」では、身近な
作品から学年が上がることに日本の伝統的な作品を取り上げて鑑賞で
きるようになっている。

４．配慮事項

表紙は魅力的なも
のであるか

検討の観点

書名を形づくっている材料はいずれも本文題材で取り上げた材料が使
用され、児童の興味を引く配慮がされている。

内容の特色 該当ページ（代表的なもの）

表紙

製本は堅牢で使い
やすいものである
か

ミシン穴の無いアジロ綴じ、見返し付きで表紙に加工がされ、開いたと
きの使いやすさと堅牢さを兼ね備えた長期間の使用に耐え得る製本と
なっている。

全般

環境やアレルギー
に配慮した造本が
なされているか

印刷インキには、人体への影響が少ない植物性インキが使用され、化学
物質に敏感な児童でも安心して使用することができる。また、資源保護
のために表紙、本文ともすべて環境に配慮した用紙が使用されている。

全般

印刷は鮮明で見や
すいものであるか

白色度が高く、裏写りの少ない用紙が使われている。印刷もギラツキが抑えら
れつつも、作品のもつ微妙なニュアンスや質感が鮮やかに再現されている。

全般

造本上に工夫がな
されているか

表紙には、表面を保護するための加工が施されている。裏表紙には、児
童の学校名、学年、組、氏名などを記入できる部分が設けられており、文
字を記入する部分のみ加工を施さないことで、にじみなどがでないよう
に工夫されている。

表紙、裏表紙

５．造本や体裁

プログラミング教育
への配慮がなされ
ているか

プログラムを使った作品の例として、ドローンを活用した「2020東京オ
リンピック」の開会式が取り上げられている。また、電子ブロックを生か
した児童作品を掲載し、プログラムを使ってどんな表現ができるのか、
児童にわかりやすく示されている。

インクルーシブ教
育の観点で配慮が
なされているか

文章の表記を意味のまとまりごとに改行位置を工夫することによって、
障害のある児童にとっても文章の意味がとらえやすくなっている。写真
や図を重ねる場合は間に線を入れて図版を区別しやすいようにする配
慮がされている。また、本文には誰にでも読みやすいユニバーサルデザ
インフォントが採用されているだけではなく、すべての当該学年配当漢
字にふりがなをつける総ルビや、各図版に図版番号を付すなどの配慮が
されており、外国籍児童にもわかりやすく使いやすいようになっている。

全般

キャリア教育につ
いての配慮がなさ
れているか

各学年の冒頭には、オリエンテーションとして、さまざまな現在活躍して
いる美術作家たちから、作品とともに、表現することの楽しさや図画工
作科を通して学ぶ意義を，児童へ向けてのメッセージとして掲載されて
いる。また、6年間のまとめとして、芸術家に限らず、造形的な力を生かし
て社会で活躍している人々が登場して仕事の紹介や児童へのメッセー
ジを発しており、キャリア教育に十分に活用ができるものとなっている。

カラーユニバーサル
デザインに関する配
慮がなされているか

カラーユニバーサルデザインの観点から、すべての児童に対して、教科
書の内容がきちんと伝わるように、紙面全体に識別しやすい配色や形
状、イラストレーションの配色や写真の配置などが工夫されている。

全般
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